
目次
■  グラビア …… 01
■  茗渓創基 150 年記念基金について …… 02 ～ 04
■  新年のご挨拶　茗渓会理事長　井口武雄 …… 05
■  年頭挨拶　筑波大学長　永田恭介 …… 06
■  令和 4 年度　教職相談窓口一覧 …… 07
■  令和 4 年度　追悼のつどい報告 …… 08 ～ 09
■  知の提供・誌上講座
　  「宇宙からの天体観測を支える技術」 …… 10 ～ 11
■  医薬関係者のつどい報告 …… 12 ～ 13
■  Peer Garden（茗溪アルバム） …… 14 ～ 18
■  著書紹介 …… 19
■  茗渓・東西南北 …… 20 ～ 21
■  桐の葉のつどい …… 22
■  追悼録 …… 23
■  筑波大学は今 …… 24　　■  茗溪学園だより …… 25
■  令和 4 年秋の叙勲おめでとうございます …… 26
■  広報 …… 26　　■  表紙のことば …… 26
■  編集後記 …… 26

茨城県北部の海岸（撮影：鈴木一弘）

正月
2023
令和5年
no.1115



大畑多津雄（S52  理  ）（神奈川茗渓会会　長）
望月　正大（S51  理  ）（　　  同 　　副会長）
林　　　忠（S58第1自）

力と自信がつく教育で
「考え、行動する人材」を育成します。

〒243－0292  神奈川県厚木市下荻野1030
TEL.046－291－3002　URL:https://www.kait.jp/

■工学部 機械工学科  機械工学コース
機械工学科  航空宇宙学コース
電気電子情報工学科
応用化学科

■創造工学部 自動車システム開発工学科
ロボット・メカトロニクス学科
ホームエレクトロニクス開発学科

■応用バイオ科学部 応用バイオ科学科  応用バイオコース
応用バイオ科学科  生命科学コース

■情報学部 情報工学科
情報ネットワーク・コミュニケーション学科
情報メディア学科

■健康医療科学部 看護学科（看護師・保健師養成課程）
管理栄養学科（管理栄養士養成課程）
臨床工学科（臨床工学技士養成課程）

教職センター
I R 室
公務員対策室

桜美林学園 理事長・小池 一夫
学長 畑山 浩昭
入学部相談役 川田 孝一（昭 39 教大総農）

リベラルアーツ学群 /健康福祉学群
ビジネスマネジメント学群 / 芸術文化学群
グローバル・コミュニケーション学群
航空・マネジメント学群
教育探求科学群（2023年４月開設予定）
※設置準備構想中



1

集合写真

追
悼
の
つ
ど
い

令
和
４
年
11
月
５
日（
土
）

於 

茗
渓
会
館
（P.8～9参照）

懇談会 追悼式

井口理事長・真田理事（学長挨拶代読）
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茗渓創基150年 記念基金
◎寄付申込額 24ó846ó794円 (8ó945ó000円)

◎寄付申込者 1ó084名 (568名)

•平均寄付額 22ó921円 (15ó749円)
(2022/7/31現在、枠内は2020/3/25のもの)

⚗
月
⚙
日
(土
)、
記
念
式
典
を
盛
会
裏
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
、
一
段
落
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
記
念
事
業
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
（
令
和
⚔
年
⚓
月
末
日
）
ご
寄
付

を
い
た
だ
い
た
方
々
へ
の
礼
状
と
領
収
書
、
そ

し
て
返
礼
品
（
扇
子
）
を
お
送
り
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
届
き
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

領
収
書
に
つ
き
ま
し
て
は
、
江
田
前
理
事
長

の
⽛
額
に
飾
れ
る
よ
う
な
⽜
と
い
う
指
示
で
、

構
成
や
紙
質
に
も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
近
所
の

印
刷
業
者
に
助
言
を
頼
み
、
和
風
の
特
殊
用
紙

を
採
用
す
る
凝
り
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
お
礼
の
品
で
す
。
す
で
に
御
案
内

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
、

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


ご
寄
附
さ
れ
た
方
々
へ
の
返
礼

⑴

返
礼
の
扇
子
は
、
一
口
（
⚕
、⚐
⚐
⚐
円
）

以
上
の
ご
寄
附
を
さ
れ
た
方
に
限
り
、
贈
呈

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑵

⚖
口
（
⚓
万
円
）
以
上
の
ご
寄
附
を
さ
れ

た
方
に
は
、
扇
子
の
他
に
、
記
念
誌
を
贈
呈

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑶

⚘
口
（
⚔
万
円
）
以
上
の
ご
寄
附
を
さ
れ

た
方
に
は
、
扇
子
と
記
念
誌
を
贈
呈
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
さ
ら
に
茗
渓
会
館
の
高
額
寄
付

者
銘
板
に
記
名
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄付者銘板
茗渓会館⚕階ロビーに銘板があ
ります。⽛茗渓創基150年記念高
額寄付者御芳名一覧⽜とあり、
⚘口以上の寄付を頂いた会員の
御芳名を銘板に記させていただ
いています。⚑枚105名分が納
まります。また、穆談会、茨城
茗渓会、東京茗渓会、神奈川茗
渓会など団体名も見受けられま
す。ぜひ、ご検討ください。

記念品の扇子
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寄
付
に
つ
い
て

Q1
寄
付
の
申
込
の
仕
方
は
？

申
込
用
紙
が
ご
ざ
い
ま
す
。

•
事
務
局
に
ご
請
求
下
さ
い
。
送
付
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

•
季
刊
誌
⽝
茗
渓
⽞
送
付
時
に
申
込
み
用
紙
を

同
封
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

•
茗
渓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

Q2
自
分
の
寄
付
総
額
を
確
認
で
き
る
の
？

最
近
は
、⽛
い
く
ら
寄
付
し
て
い
る
か
？
⽜
と
、

ご
自
身
の
寄
付
総
額
を
お
問
い
合
わ
せ
な
さ
る

方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

事
務
局
は
、
ご
寄
附
者
の
名
寄
せ
台
帳
を
作

成
し
整
理
し
て
い
ま
す
の
で
、
複
数
回
の
ご
寄

附
で
も
、
毎
回
の
ご
寄
付
が
一
定
額
で
な
く
て

も
、
累
積
し
て
登
録
さ
れ
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に

お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

Q3
何
に
つ
か
う
の
？

寄
付
金
の
内
、
記
念
品
（
返
礼
品
）
や
記
念

誌
の
作
成
、
そ
し
て
郵
送
に
か
か
る
経
費
、
箱

根
駅
伝
応
援
や
占
春
園
修
復
、
記
念
式
典
な
ど

記
念
事
業
と
し
て
運
営
さ
れ
た
事
業
の
経
費
の

他
に
、
重
要
な
使
途
と
し
て
、⽛
茗
渓
・
筑
波
フ

ァ
ン
ド
⽜
が
あ
り
ま
す
。

茗
渓
創
基
150
年
の
10
年
後
が
茗
渓
会
創
立
150

周
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の
10
年
間
を
、
同
窓
や

学
生
の
支
援
を
厚
く
す
る
機
会
に
充
て
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
基
金
の
単
年
度
額
400
万
円
を

目
途
と
し
て
い
る
の
は
そ
う
い
う
意
味
で
す
。

ま
た
、
基
金
の
基
本
姿
勢
を
⽛
新
た
な
挑
戦
へ

の
助
成
⽜
と
し
、
支
給
対
象
を
少
数
に
絞
り
込

み
、
思
い
っ
き
り
手
厚
い
支
援
を
展
開
す
る
と

い
う
も
の
で
、
同
窓
や
学
生
の
夢
を
育
て
る
企

画
と
も
い
え
ま
す
。

⽛
茗
渓
・
筑
波
フ
ァ
ン
ド
⽜
は
、⽛
伝
承
と
創

造
⽜
の
新
た
な
地
平
を
展
望
す
る
企
画
と
も
い

え
ま
す
。

 

 









































茗渓創基150年 記念基金
1 寄付の期間 令和6(2004)年3月末まで
2 寄付の回数 何回でもいつからでもできます
3 寄附の金額 1口5ó000円

茗渓創基150年 協力者ご芳名 ご協力ありがとうございます 2022年12月15日現在
※ご寄付いただきました方の中で、掲載をご希望されない方を除いています。（ご協力者人数 972名)
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淑
雄

神
田

聡

菊
地

俊
紀

木
越

英
夫

岸
本

弘
子

木
曽

龍
樹

北

克
則

北
川

隆
行

北
澤

茂
夫

北
之
迫

洋

北
橋

秀
夫

北
村

豊

來
山

隼
生

木
南

景
子

木
原

資
裕

木
村

香
住

木
村

博
道

清
宮

誠

桐
生

習
作
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金

節
男

久
下

恭
功

日
下

靖
之

日
下
部

公
昭

草
間

益
良
夫

國
枝

雄
一

國
谷

俊
之

久
保

隆
史

久
保

武
弘

久
保
田

敏
夫

久
保
田

佑
子

久
保
野

雅
史

熊
谷

直
之

熊
澤

茂

桾
沢

朋
美

倉
木

常
夫

倉
持

三
郎

栗
原

茂
夫

栗
原

進

栗
本

幸
男

黒
澤

尋

加
納

雅
夫

桑
原

保
雄

加
美
川

祉
明

郡
司

丈
児

小
池

一
郎

小
池

嘉
紀

小
池

菊
子

小
泉

順
子

小
泉

淑
子

小
板
橋

又
久

香
西

新
五

合
田

浩
之

小
内

稔

古
河

通
也

小
暮

初
枝

小
島

和
雄

小
嶋

五
郎

越
山

彰

梢

勇

小
玉

芳
敬

後
藤

潔

後
藤

恒
顕

後
藤

幸
生

小
成

幸
男

小
西

祐
子

小
橋
川

久
光

小
畠

正
德

小
林

彗
歩

小
林

佳
奈
子

小
林

千
洋

小
林

智
宏

小
林

秀
樹

小
林

浩
行

小
林

汎

小
林

正
之

小
林

靖
典

駒
ケ
嶺

正
芳

小
松

昭
夫

小
松

明
日
香

小
松

由
美

小
松
原

哲
郎

五
味
田

優

小
室

正
善

小
山

和
夫

小
山

恭
輔

小
山

哲
夫

小
山

浩

近
藤

暘
司

近
藤

良
享

今
野

輝
子

斎
藤

亜
紀

齋
藤

英
一

齋
藤

健
治

斎
藤

興
哉

齋
藤

隆

齋
藤

隆

齋
藤

俊
希

斉
藤

昇

斎
藤

正
晴

齋
藤

光
政

齋
藤

裕
一

三
枝

清
一

坂

佳
奈
子

酒
井

勝
隆

酒
井

徹

境

英
俊

酒
井

均

酒
井

政
美

酒
井

美
和

榊
原

武
雄

坂
根

和
志

坂
本

一

坂
本

弘

坂
本

雄
一

相
良

勇
三

崎
田

功

﨑
山

万
平

佐
久
間

み
ゆ
き

佐
々
木

武
人

佐
竹

眞
義

佐
竹

昌
之

佐
藤

功

佐
藤

勇
二

佐
藤

旨
位

佐
藤

悦
郎

佐
藤

邦
彦

佐
藤

忍

佐
藤

順
一

佐
藤

宣
践

佐
藤

千
春

佐
藤

智
美

佐
藤

成
明

佐
藤

有

佐
藤

幸
廣

真
田

久

佐
貫

武
一

佐
俣

純

猿
橋

薫

澤
田

哲

澤
村

省
逸

三
戸

範
之

塩
川

昌
宏

四
家

武
彦

重
藤

辰
治

知
念

孝

信
澤

晃

篠
原

昭
雄

柴

是
行

柴
川

明
子

柴
田

淳

柴
田

悦
己

柴
田

恵
美
子

柴
田

浩
直

柴
野

由
紀

渋
沢

仁
司

渋
谷

貞
夫

澁
谷

達
明

澁
谷

久

志
甫

英
一

島
田

和
生

嶋
田

完
治

島
田

三
男

島
谷

弘
幸

清
水

俊
幸

清
水

保
善

下
山
田

芳
子

庄
司

佳
帆
里

荘
司

隆
一

白
井

護

白
岩

豊

白
田

佳
子

眞
賀
部

ト
シ

進
邦

睦
夫

菅
野

光
裕

菅
野

峰
明

菅
原

謙

杉
田

基
之

杉
原

安

杉
原

孝
治

杉
村

健

杉
村

暢
一

杉
森

公
一

杉
山

昭
彦

杉
山

浩
一

須
郷

榮
司

鈴
木

章
方

鈴
木

英
全

鈴
木

一
弘

鈴
木

健

鈴
木

泰
全

鈴
木

孝
純

鈴
木

英
雄

鈴
木

等

鈴
木

康
弘

鈴
木

勇
作

鈴
木

陸
男

炭
竈

建
夫

住
谷

雅
仁

寸
田

恭
子

清
田

安
孝

瀬
尾

文
昌

関

伸
夫

関
口

和
敏

関
谷

晴
隆

瀬
倉

清
助

瀬
津

栄
顯

瀬
藤

康
夫

芹
澤

久
光

瀬
和

真
一
郎

仙
波

操

染
谷

宣
弘

染
谷

信
洋

大
長

守
弥

高
井

信
一

髙
井

将
行

高
岡

正
幸

髙
田

和
夫

髙
田

博
志

髙
津
戸

哲
也

髙
梨

民
雄

髙
根

信
明

髙
野

惣
一

髙
野

大
二
郎

髙
野

だ
い
わ

高
野

力

高
野

貫
行

髙
野

義
幸

髙
橋

明
子

髙
橋

縁

髙
橋

克
俊

高
橋

建
志

髙
橋

繁

髙
橋

修
治

髙
橋

巴

高
橋

信
雄

髙
橋

誠

高
橋

道
子

髙
橋

基
之

高
林

豊
人

髙
原

將

髙
松

薫

田
上

修

髙
村

祐
一

髙
森

秀
蔵

滝

智
彦

武
井

崔
良

武
井

秀
一

武
内

あ
や
子

竹
内

克
彦

竹
内

章

竹
内

雅
也

武
隈

晃

竹
信

武

武
田

和
正

竹
原

功

竹
原

尚
子

竹
村

克
己

竹
村

恭
一

多
湖

実
松

田
澤

直
人

田
代

淳
一

田
瀬

則
雄

多
田

英
俊

多
田

宏
司

只
野

完
二

田
近

広
生

建
部

淳

立
山

雅
博

田
中

修

田
中

正
造

田
中

新

田
中

信
一

田
中

誠
一

田
中

千
穂

田
中

紀
彦

田
中

秀
夫

田
中

真
樹
子

田
中

正
吉

田
中

守

田
中

實

田
中

睦
夫

棚
橋

是
之

田
邊

敦
郎

谷

素
子

谷
口

顕
房

谷
口

康
雄

谷
出

正
直

種
田

一
夫

田
畑

武
正

田
淵

英
樹

田
渕

哲

玉
井

済
夫

田
村

智
子

田
村

正
義

田
村

雄
一
郎

茅
根

榮
子

千
葉

徹

塚
越

克
己

土
屋

道
生

筒
井

將
隆

都
筑

喜
代
子

角
田

順
三

露
木

廸
孟

鶴

浩
司

鶴
岡

信
良

靏
間

満
生

出
張

吉
訓

寺
澤

優

寺
澤

昌
子

寺
田

光
孝

寺
中

平
治

寺
本

新
輔

土
肥

篤
史

土
井

進

土
井

春
夫

土
井

浩
信

戸
井
田

克
己

東
城

幸
彦

徳
田

安
伸

徳
永

澄
憲

土
﨑

祐
一
郎

戸
田

正
久

都
竹

淳
也

杤
堀

申
二

友
野

武
男

外
山

孝

鳥
居

吉
二

内
藤

雄
志

直
井

誠

永
井

邦
治

長
岡

信
也

中
川

昭

中
川

千
枝
子

中
川

弘
文

中
川

隆
治

長
坂

邦
彦

仲
沢

市
夫

中
澤

利
幸

中
澤

斉

永
澤

正
好

永
島

惇
正

中
島

敏
治

中
島

光
廣

中
條

幸
博

長
瀬

和
雄

長
瀬

要
石

永
田

公
子

中
根

一
明

中
野

憲
二

中
野

千
賀

長
野

武
夫

中
村

穎
司

中
村

祥
子

中
村

伸
一
郎

中
村

正
賢

中
村

民
雄

中
村

伸
夫

中
村

文
武

中
村

幹
夫

中
村

光
宏

中
村

優
哉

中
本

明
生

中
森

由
美

中
薮

久
実
子

中
山

家
久

中
山

慶
一

中
山

貞
夫

中
山

守

中
山

道
則

中
山

雄
一

梨
本

雄
三

那
須

正
子

鍋
島

一
仁

生
井

榮
一

奈
良

昭
男

成
島

哲
也

成
瀬

睦
子

難
波

龍
也

二
石

政
彦

西

穰
司

西
上

勝
博

西
川

綾
子

西
川

佳
代

西
川

大
照

西
川

英
雄

西
川

素
子

錦
織

雅
道

西
田

克
己

西
田

靖

西
原

大
輔

西
村

重
郎

西
山

弘
子

西
山

博
之

西
脇

保
幸

沼
田

治

沼
野

邦
彦

根
市

均

根
立

俊
樹

根
本

乾
一

野
口

裕
之

野
口

道
子

野
澤

久
人

野
沢

豊

野
島

浩
司

野
尻

明
敬

野
々
村

卓

野
々
村

博

野
村

良
和

羽
石

昌
信

萩
庭

勝
之

萩
原

昌
明

橋
本

直
美

長
谷
川

茂

長
谷
川

聖
修

長
谷
川

洋
行

秦

恵
美
子

畑
野

智
司

花
上

克
宏

花
實

龍
堂

馬
場

公
光

濵

照
長

濱
崎

一
夫

浜
田

英
一

濱
田

浩
嗣

浜
名

恵
美

早
川

源
一

林

忠

林

美
嗣

原

悦
子

原

正

原

誠
五

原

美
子

原
田

隆
康

原
田

浩
樹

春
成

幸
男

春
山

賢
男

東

信
彦

東
島

敏
隆

樋
川

治

樋
口

京
子

樋
口

尚
文

土
方

多
美
枝

日
髙

武
雄

日
髙

宏

日
比
野

文
一

平
賀

徹

平
川

信
夫

平
下

賢
治

平
田

治

平
田

章
一

平
田

四
郎

平
野

幸
久

平
本

幸
三

平
山

宏

蛭
田

政
弘

廣
川

雄
一
郎

廣
田

則
夫

廣
田

法
秋

福
岡

一
雄

福
島

浩
一

福
島

荘
二

福
島

正
幸

福
田

成
康

福
田

正
義

福
本

修
二

福
本

昇

藤
井

英
嘉

藤
井

興
一

藤
江

美
奈

藤
岡

優
樹

藤
川

剛

藤
木

俊
男

伏
木

康

藤
倉

新
一

藤
田

圭
子

藤
田

浩
幸

藤
田

弘
美

藤
田

文
武

藤
田

祐
平

藤
本

愛
子

藤
本

昌
男

藤
本

嘉
彦

藤
原

一
宏

藤
原

邦
有

船
越

三
鶴

武
政

邦
夫

古
川

進

古
川

拓
生

古
瀬

範
雄

古
戸

完

古
渡

宏

北
條

宏

星

勉

細
田

幸
一

堀
田

雅
男

堀
川

勝
史

本
多

光
男

本
田

保
喜

本
名

俊
正

前
田

嘉
昭

前
田

茂
雅

前
多

伸
一
郎

前
田

裕
明

前
畑

幸
成

前
原

泰
弘

槇
本

寛

巻
山

圭
一

真
砂

芳
夫

増
井

洋
介

升
川

清
則

増
田

達
男

増
田

力

増
田

知
幸

増
原

光
彦

升
山

義
弘

松
井

恭

松
井

康
成

松
浦

悟

松
尾

和
彦

松
坂

浩
一

松
澤

宏
明

松
澤

裕
太
郎

松
下

一
弘

松
下

振
也

松
田

和
典

松
田

敬
志

松
原

裕

松
村

光
輝

松
本

秀
範

松
本

正
人

松
雪

誉

丸
岡

文
雄

丸
山

洋

丸
山

豊

三
澤

義
一

三
島

次
郎

水
江

彰
一

水
城

忠
明

水
嶋

克
義

水
野

雅
章

水
間

正
雄

水
村

光
一

溝
口

繁
美

御
園

敦

三
田

健
二
郎

道
山

弘
康

三
井

新
一

三
橋

浩
志

三
森

八
重
子

三
矢

勝
己

三
戸

一
嘉

湊

勉

南
山

直
輝

三
保

和
彦

宮
尾

徹

宮
川

俊
平

宮
地

宏
征

宮
下

清

宮
下

重
敬

宮
嶋

孝
也

宮
田

智
史

宮
野

祥
雄

宮
原

孝
雄

宮
本

佳
典

宮
本

功
一

宮
本

学

三
輪

華
江
子

向
坂

嘉
一

武
藤

直
人

村
上

厚
生

村
上

直
子

村
杉

幸
子

村
瀬

欽
也

村
田

和
繁

村
田

茂

村
田

幹
雄

室
生

晃
年

室
岡

和
彦

目
等

聡

望
月

雅
之

持
丸

晴
久

茂
木

義
久

本
木

幹
雄

本
山

輝
幸

元
吉

正
典

百
瀬

明
宏

森

明
彦

森

彰

森

昭
三

森

敏
郎

森

正
信

森

吉
則

森
岡

裕
策

盛
田

邦
義

森
谷

峰
雄

守
橋

健
二

森
本

義
信

守
谷

昌
久

森
山

朝
正

諸
我

伊
左
緒

諸
星

政
義

矢
﨑

昭
子

矢
﨑

和
雄

八
代

勉

安
ヶ
平

浩

安
蔵

復
也

安
田

恭
一

安
野

昇

矢
田

博
美
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

茗
渓
会
の
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
お
元
気
に
て
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た

こ
と
と
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
り
ま
し
て
か
ら
も
う
す

ぐ
⚔
年
に
な
り
ま
す
。
昨
年
ま
で
の
⚓
年
間
、

生
活
は
も
と
よ
り
業
務
に
大
き
な
影
響
が
生

じ
ま
し
た
。
茗
渓
会
に
お
き
ま
し
て
も
多
く

の
会
合
や
行
事
が
中
止
ま
た
は
延
期
と
な
り

会
員
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
早
く
こ
の
禍
が
お
さ
ま
り
、

皆
様
の
生
活
や
業
務
が
元
に
戻
り
ま
す
よ
う

祈
る
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
茗
渓

会
の
活
動
も
活
発
に
行
い
、
会
員
の
皆
様
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
に
な
り
ま
す
こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

茗
渓
会
は
⚑
⚘
⚗
⚒
年
に
創
基
さ
れ
、
昨

年
茗
渓
創
基
150
年
を
迎
え
ま
し
た
。
多
く
の

記
念
行
事
を
計
画
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
延
期
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
も

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で

ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
⚗
月
⚙
日
に
記
念
式
典

を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
は
大

き
な
喜
び
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
染
を
防
ぐ

為
、
ご
出
席
を
い
た
だ
く
方
の
人
数
に
制
限

を
せ
ざ
る
を
得
ず
、
ご
希
望
の
方
全
員
の
ご

出
席
が
か
な
わ
ず
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。

150
周
年
の
記
念
の
品
に
扇
を
お
届
け
致
し

ま
し
た
。
こ
の
扇
に
は
⚑
⚘
⚙
⚓
年
に
母
校

の
前
身
で
あ
る
高
等
師
範
学
校
の
校
長
に
ご

就
任
さ
れ
た
嘉
納
治
五
郎
先
生
の
名
言
⽛
自

他
共
栄
⽜
が
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
お

言
葉
は
今
な
お
我
々
の
指
針
と
な
る
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。
大
変
幸
い
な
こ
と
に
、
こ
の

お
言
葉
を
中
村
伸
夫
先
生
が
古
代
文
字
で
揮

毫
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
今
年
は
記
念
誌
が

発
行
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
延
期
を
さ
れ
ま
し
た
⽛
茗
溪
・
筑
波
産
業

人
倶
楽
部
全
国
展
開
発
表
の
会
⽜
が
開
か
れ

る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
で
150
周
年
の
大
き
な

行
事
は
終
了
い
た
し
ま
す
。
次
の
歴
史
が
昨

年
始
ま
り
ま
し
た
。

茗
渓
会
は
会
員
の
皆
様
が
明
る
く
元
気
に

語
り
合
い
活
動
で
き
る
場
で
あ
り
続
け
る
こ

と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
が
、
大
き
な
課
題

を
克
服
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

も
事
実
で
あ
り
ま
す
。
新
年
早
々
で
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
次
に
課
題
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
財
務
内
容
の
改
善
で
あ
り
ま

す
。
残
念
な
が
ら
会
員
の
全
員
の
皆
様
か
ら

は
会
費
を
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い
な
い
こ

と
と
、
新
規
会
員
の
ご
加
入
が
減
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
単
年
度
の
収
支
は
厳
し
い
も
の
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
事
務
局
の
ご
努
力
に
よ

っ
て
経
費
の
削
減
は
実
現
し
て
お
り
ま
す
が
、

収
入
の
減
少
が
そ
れ
を
上
回
っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
が
会
費
を
支
払
う
価
値
を
い
か

に
作
り
出
す
か
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
会

費
を
お
支
払
い
い
た
だ
く
た
め
の
制
度
と
活

動
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
が
良
い
の
か
、
を

検
討
し
て
早
期
に
実
行
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
二
は
筑
波
大
学
の
卒
業
生
の
皆
様
に

茗
渓
会
に
入
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
現
在
の
茗
渓
会
の
新
規
の
会
員
は
筑
波

大
学
の
卒
業
生
が
中
心
で
あ
り
ま
す
。
筑
波

大
学
の
卒
業
生
が
加
入
し
た
く
な
る
茗
渓
会

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
良
い
の
か
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
も
早
期
に
検
討
し
て
実
行
に
移

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
会
員

の
皆
様
に
は
こ
の
二
つ
の
大
き
な
課
題
に
つ

い
て
の
お
考
え
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
と

と
も
に
対
策
の
実
行
に
あ
た
っ
て
は
万
全
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
年
が
会
員
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て

幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お

祈
り
い
た
し
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
、
茗
渓
会
の
皆
様
に
は
様
々
な

ご
支
援
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

猛
威
を
奮
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
、
残
念
な
が
ら
第
⚘
波
を
迎
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
す

が
、
昨
年
⚖
月
か
ら
、
授
業
に
つ
い
て
、
本

学
は
⽛
対
面
授
業
⽜
ま
た
は
⽛
対
面
授
業
と

オ
ン
デ
マ
ン
ド
の
組
み
合
わ
せ
⽜
に
よ
り
実

施
す
る
こ
と
を
基
本
的
な
方
針
と
し
て
、
オ

ン
ラ
イ
ン
の
良
さ
を
活
か
し
つ
つ
、
原
則
オ

ン
サ
イ
ト
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
は
⚓
年
ぶ
り
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や

学
園
祭
を
対
面
開
催
す
る
な
ど
十
分
な
感
染

対
策
を
取
っ
た
上
で
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
新
し

い
日
常
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

昨
年
の
秋
に
は
、
東
京
大
学
、
大
阪
大
学

に
次
ぐ
⚓
校
目
と
な
る
⽛
大
学
債
⽜
を
発
行

し
ま
し
た
。
今
後
は
三
つ
の
事
業
プ
ラ
ン
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
⽛
IT
F.Forum
⽜、

（IM
A
GIN
E
T
H
E
FU
T
U
RE.

Forum

(仮
称
)）
と
い
う
、
社
会
実
装
を
目
指
し
て

ニ
ー
ズ
ド
リ
ブ
ン
型
共
同
研
究
及
び
実
証
研

究
を
推
進
す
る
た
め
の
開
発
施
設
の
建
設
で

す
。
二
つ
目
は
ス
ポ
ー
ツ
の
複
合
施
設
で
あ

る
⽛SportCom

plex
for
T
om
orrow

(仮

称
)⽜
で
す
。
現
在
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
コ
ー
ト

エ
リ
ア
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
留
意
し
た
合

宿
施
設
や
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
も
可
能
な
ア
リ
ー

ナ
な
ど
を
建
設
す
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
三

つ
目
が
⽛
未
来
社
会
デ
ザ
イ
ン
棟
（
仮
称
）⽜

の
建
設
で
す
。
こ
れ
は
現
在
の
学
生
宿
舎
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
の
一
部
と
し
て
、
学
生

が
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

や
産
業
界
と
つ
な
が

る
⽛
場
⽜
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
事
業

を
含
め
、本
学
は⽛
真

の
総
合
大
学
⽜
を
目

指
し
、
こ
れ
ま
で
以

上
に⽛
不
断
の
改
革
⽜

を
進
め
て
い
く
決
意

で
す
。

昨
年
か
ら
、
第
⚔

期
中
期
目
標
期
間
が

始
ま
り
ま
し
た
。⽛
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の

強
化
⽜
と
⽛
固
定
化

さ
れ
た
社
会
の
変

革
⽜
を
目
指
し
て
、

歩
を
進
め
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
も
建
学
の
理

念
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

は
、
契
約
、
約
束
な

ど
を
意
味
し
ま
す
が
、
本
質
的
に
は
あ

る
対
象
へ
の
愛
着
や
没
頭
、
自
発
的
な

貢
献
意
欲
な
ど
を
意
味
し
て
い
る
も
の

と
解
釈
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
大
学
と

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
互
い
に

貢
献
し
合
う
と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
分
断
や
差
別
な
ど
で
固
定
化

さ
れ
た
社
会
を
よ
り
良
い
社
会
に
、

w
ell-beingが
実
感
で
き
る
社
会
に
変

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
指
定
国
立
大
学
法
人
と
し
て
の

日
々
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
指
定
国
立
大
学

法
人
は
、
世
界
最
高
水
準
の
教
育
研
究
活
動

の
展
開
が
相
当
程
度
見
込
ま
れ
る
国
立
大
学

法
人
を
文
部
科
学
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
で

す
。
こ
れ
ま
で
に
10
の
大
学
（
東
北
、
筑
波
、

東
京
、
東
京
工
業
、
一
橋
、
東
京
医
科
歯
科
、

名
古
屋
、
京
都
、
大
阪
、
九
州
)が
指
定
を
受

け
て
い
ま
す
。
長
年
の
先
輩
諸
氏
の
弛
ま
ぬ

ご
努
力
と
そ
れ
に
よ
り
挙
げ
ら
れ
た
数
々
の

成
果
の
上
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
教

職
員
、
学
生
一
同
、
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
、

教
育
・
研
究
は
も
と
よ
り
日
々
の
活
動
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の
12
月
に

は
、
国
際
卓
越
研
究
大
学
の
公
募
が
始
ま
り

ま
し
た
。
世
界
最
高
水
準
の
研
究
大
学
の
実

現
に
向
け
て
、
応
募
す
る
予
定
で
い
ま
す
。

本
学
は
、
本
年
の
元
旦
を
迎
え
る
と
と
も

に
、
師
範
学
校
か
ら
数
え
て
創
基
151
年
を
迎

え
、
⚙
ヶ
月
後
に
は
筑
波
大
学
は
開
学
50
周

年
を
迎
え
ま
す
。記
念
式
典（
開
学
50
周
年
・

創
基
151
年
）
の
た
め
の
準
備
も
着
々
と
進
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
築
き
上
げ
て
き
た

レ
ガ
シ
ー
、
様
々
な
教
育
・
研
究
の
成
果
を

礎
に
、
次
の
50
年
に
向
か
っ
て
し
っ
か
り
と

歩
み
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
研
究
力

と
人
材
育
成
力
を
磨
き
上
げ
、
世
界
に
伍
す

る
大
学
へ
と
成
長
で
き
る
よ
う
に
研
鑽
を
続

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
加
え
て
、
そ
の

記
念
日
が
過
ぎ
れ
ば
、
法
人
化
後
20
年
を
迎

え
ま
す
。
法
人
化
と
は
、
国
立
大
学
の
経
営

体
へ
の
転
換
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
国
か
ら

の
運
営
費
交
付
金
は
大
学
活
動
の
基
盤
を
支

え
る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
大
学
の
夢
を
叶

え
る
た
め
に
は
全
く
十
分
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
本
学
の
経
営
強
化
を
図
り
、
全
筑

波
大
学
人
が
協
力
し
て
、
本
学
の
夢
、
本
学

に
関
わ
る
者
と
関
わ
っ
た
者
の
夢
、
本
学
に

期
待
し
て
く
れ
て
い
る
人
々
の
夢
を
実
現
し

て
ま
い
り
ま
す
。

本
学
は
激
動
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中

で
、
社
会
を
変
革
す
る
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
、

世
界
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
生
み
出
し
、
社
会

の
既
存
の
価
値
を
変
え
る
よ
う
な
教
育
・
研

究
を
行
う
決
心
で
す
。
伝
統
あ
る
貴
会
と
同

窓
生
諸
兄
姉
に
は
、
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
学
の

様
々
な
活
動
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
本
年

も
引
き
続
き
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

6

筑
波
大
学
長
年
頭
挨
拶

筑
波
大
学
長
永
田

恭
介筑波大学長

永田 恭介
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令和⚔･⚕年度 教職相談窓口 一覧
社会連携課教職サポートルーム相談窓口（Ｒ4.4.1～Ｒ5.3.31) 2022.12.⚒現在

名 称 姓 名 卒年 卒科･群 役職⚑(茗渓会関係) 役職⚒(自治体)
連携課 武 井 秀 一 昭51 教大化 教職部会委員 元/土浦第一高等学校 校長
連携課 青 砥 武 夫 昭55 筑二農林 会員 元/水戸農業高等学校 校長
連携課 佐 藤 達 昭53 教大農化 会員 元/水戸市立第四中学校 校長
連携課 植 木 邦 夫 昭58 筑二人間 教職部会委員 前/土浦第一高等学校 校長

茗渓会窓口（Ｒ4.9.1～Ｒ5.8.31)
番号 自治体 姓 名 卒年 卒科･群 役職⚑(茗渓会関係) 役職⚒(自治体)
1 北海道 川 口 淳 昭58 筑修教 支部長、代議員 札幌龍谷学園高等学校 校長
2 青 森 前 田 済 昭59 筑一自 支部長、代議員 青森大学 教授
3 岩 手 高 橋 縁 昭60 筑二人間 支部長、代議員 県立盛岡視覚支援学校 校長
4 宮 城 齊 隆 昭57 筑一自 前/支部長、顧問 岩沼市教育委員会教育総務課 教育指導専門監
5 秋 田 永 井 元 昭60 筑体二農 支部長、代議員 県立秋田北高等学校 校長
6 山 形 鳥 羽 聡 平08 筑体 事務局長 県高等学校体育連盟 事務局長
7 福 島 伊 豆 幸 男 昭56 筑一自 支部長 元/県立船引高等学 校長
8 茨 城 髙 村 祐 一 昭61 筑一人文 支部長、代議員 県立水戸第一高等学校・附属中学校 校長
9 栃 木 上 岡 利 夫 昭53 筑一自 元/支部長 宇都宮大学教職センター 特任教授
10 群 馬 渡 辺 昭 彦 平05 筑二比 会員 県立伊勢崎清明高等学校 校長
11 埼 玉 春 山 賢 男 昭55 筑一自 理事 秀明大学客員教授・同教育研究所 教授
12 埼 玉 田 中 邦 典 平04 筑修教 会員 県教育局高校教育指導課 教育指導幹
13 千 葉 百 瀬 明 宏 昭55 筑一人文 支部長、理事 秀明大学 教授
14 千 葉 渡 部 徹 昭57 筑一人文 茗渓会広報委 秀明大学教育研究所 教授
15 東 京 髙 橋 基 之 昭53 筑一自 支部長、理事 都教職員研修センター研修部教育開発課研修研究 支援員
16 東 京 笹 のぶえ 昭56 筑二比 支部役員、代議員 大妻女子大学教職総合支援センター 特任教授
17 神奈川 大 畑 多津雄 昭52 教大数 前/支部長、代議員 神奈川工科大学 教職教育センター 支援室長
18 神奈川 小 泉 いづみ 昭51 教大体 理事 三幸学園横浜ビューティー&ブライダル専門学校 校長
19 山 梨 小 林 智 昭63 筑修教 支部長 県立清州高等学校 校長
20 長 野 志 津 亨 昭61 筑一自 支部長、代議員 県松本美須々ヶ丘高等学校 校長
21 新 潟 山 下 幸 治 平08 筑芸修 事務局長 県立教育センター
22 富 山 中 村 謙 作 昭62 筑一自 支部長 県立砺波高等学校 校長
23 石 川 居 村 吉 記 平01 筑体 会員 県教育委員会保健体育課 課長
24 福 井 牧 野 保 彦 昭63 筑一自 支部長 県立丹生高等学校 校長
25 静 岡 望 月 保 宏 昭61 筑一人文 支部長、代議員 県立沼津工業高等学校 校長
26 愛 知 蟹 江 吉 弘 昭61 筑一人文 事務局長、代議員 県立横須賀高等学校 校長
27 岐 阜 鈴 木 健 昭59 筑二生 支部長、代議員 県立岐阜北高等学校 校長
28 三 重 岡 村 芳 成 昭62 筑一自 支部長、代議員 県立桑名西高等学校 校長
29 滋 賀 藤 江 隆 史 平08 筑体 事務局長 県教育委員会事務局保健体育課
30 京 都 三 橋 利 彦 昭58 筑体 支部長、代議員 府立東稜高等学校 教諭(再)
31 大 阪 戸井田 克 巳 昭59 筑二比 支部長 近畿大学 教授
32 兵 庫 若 浦 直 樹 昭60 筑体 支部長 県立社高等学校 校長
33 奈 良 井 上 徳 之 昭58 筑一自 事務局長 県立高田高等学校 教諭(再)
34 和歌山 岡 本 規 平05 筑体 庶務 県立海南高等学校大成校舎 教頭
35 鳥 取 小 倉 建 一 昭53 筑体 支部長、代議員 元/県立八頭高等学校 校長
36 島 根 塚 田 真 也 平21 筑博数理 庶務 島根大学教育学部 准教授
37 岡 山 中 畑 里 英 昭61 筑体 会員 県立高梁城南高等学校 校長
38 広 島 常 國 敬太郎 平15 筑三工シ 会員 広島市立広島中等教育学校 教諭
39 山 口 藤 本 秀 夫 平05 筑修体 事務局長 宇部フロンティア大学付属香川高等学校 教諭
40 徳 島 田 北 直 樹 平05 筑体 会計 県体育学校安全課 主任
41 香 川 槌 谷 昌 晃 昭61 筑一自 支部長、代議員 県立高松西高等学校 校長
42 愛 媛 山 下 尚 位 昭59 筑芸 支部長、代議員 県立宇和南高等学校 校長
43 高 知 田 頭 克 文 昭57 筑体 支部長、代議員 県立大方高校 主幹教諭(再)
44 福 岡 稲 富 勉 昭61 筑体 支部長、代議員 県立香椎高等学校 校長
45 佐 賀 高 尾 和 範 平01 筑二比 会員 武雄市立武雄北中学校 校長
46 長 崎 山 口 千 樹 昭60 筑二生 支部長、代議員 県立長崎北陽台高等学校 校長
47 熊 本 寺 本 護 平08 筑体 幹事 県教育庁学校安全・安心推進課 課長補佐
48 大 分 田 崎 弘 宣 昭63 筑体 元/事務局長 県立安心院高等学校 主幹教諭
49 宮 崎 松 田 太 郎 平05 筑芸 会員 県立宮崎商業高等学校 教頭
50 鹿児島 鹿 倉 貢 昭57 筑体 前/事務局長 (公財)鹿児島県学校給食会 理事長
51 沖 縄 三 輪 一 義 平02 筑修体 事務局長 琉球大学教育学部 教授
＊所属⚑の理事は茗渓会の理事。代議員、会員も同様。支部長は各地域組織等(支部)の長。事務局長、庶務、会計、顧問、幹事も同様。



穏
や
か
な
秋
日
和
で
あ
っ
た
令
和
⚔
年
11

月
⚕
日
、
茗
渓
会
館
に
お
い
て
⽛
追
悼
の
つ

ど
い
⽜
が
執
り
行
わ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前

は
⚙
月
開
催
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

は
侮
れ
ず
、
令
和
⚓
年
同
様
、
今
年
度
も
11

月
と
い
う
日
程
に
落
ち
着
い
た
。
茗
渓
会
設

立
⚓
年
目
(明
治
18
年
)か
ら
続
く
大
切
な
行

事
で
あ
り
、
先
達
の
存
在
あ
っ
て
の
茗
渓
会

で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
時
間
と
な
っ
た
。

こ
の
一
年
間
に
ご
逝
去
さ
れ
た
会
員
の
方

は
237
名
で
、
今
回
は
15
家
族
21
名
の
ご
臨
席

を
い
た
だ
い
た
。
加
え
て
、
茗
渓
会
本
部
か

ら
多
数
の
理
事
・
委
員
も
参
加
し
、
午
前
11

時
、
開
式
と
な
っ
た
。
参
列
者
一
同
の
黙
祷

後
、
井
口
武
雄
理
事
長
が
⽛
追
悼
の
辞
⽜
を

述
べ
ら
れ
た
。当
日
、筑
波
大
学
学
園
祭（
雙

峰
祭
）
と
日
程
が
重
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
永

田
恭
介
筑
波
大
学
学
長
の
ご
列
席
は
叶
わ
ず
、

⽛
来
賓
の
ご
挨
拶
⽜
は
真
田
久
理
事
の
代
読

と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
理
事
長
か
ら
参
列
さ

れ
た
ご
遺
族
に
対
し
て
の
挨
拶
の
後
、
一
同

の
献
花
と
な
っ
た
。
前
方
に
飾
ら
れ
た
遺
影

を
見
上
げ
、
目
頭
を
抑
え
る
ご
遺
族
も
。
厳

か
な
雰
囲
気
の
中
、
追
悼
式
は
終
了
し
た
。

こ
の
歌
は
、⽛
学
生
歌
Ⅱ

我
ら
歌
わ
ん
⽜。

昭
和
30
年
、
当
時
農
学
⚒
年
だ
っ
た
木
下
義

啓
氏
が
作
詞
し
、
地
理
⚓
年
だ
っ
た
原
昭
宏

氏
が
作
曲
し
た
。
東
京
高
等
師
範
学
校
、
東

京
文
理
大
を
経
て
東
京
教
育
大
と
な
っ
た
時
、

作
ら
れ
た
も
の
だ
。
東
京
教
育
大
学
新
聞
委

員
会
Ｏ
Ｂ
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、⽛
教
育

大
に
も
新
し
い
校
歌
の
よ
う
な
も
の
を
作
ろ

う
と
い
う
気
運
の
中
で
当
新
聞
会
内
に
設
け

ら
れ
た
学
生
歌
作
成
委
員
会
が
、
⚑
⚙
⚕
⚕

年
⚓
月
、
学
内
か
ら
の
公
募
に
よ
っ
て
選

考
・
制
定
し
た
⽜
と
い
う
文
章
が
あ
る
。
歌

詞
か
ら
は
、
戦
後
10
年
、
近
代
的
に
発
展
し

て
い
く
日
本
を
背
負
っ
て
い
く
の
だ
と
い
う

若
人
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
。
実
は
、

作
詞
を
さ
れ
た
木
下
氏
が
ご
逝
去
さ
れ
、
今

回
、
ご
家
族
が
参
列
さ
れ
た
の
だ
。⽛
我
ら
歌

わ
ん
⽜
を
茗
渓
会
本
部
職
員
が
バ
イ
オ
リ
ン

と
歌
で
披
露
し
、
懇
談
会
は
、
少
し
和
ら
い

だ
雰
囲
気
の
中
で
始
ま
っ
た
。
ご
遺
族
の
思

い
出
話
の
一
部
を
ご
紹
介
し
た
い
。


故
・
木
下

義
啓
(32
教
大
農
）

妻
木
下

正
子
様

定
年
ま
で
、

教
員
一
筋
の
人
。

生
徒
中
心
の
生

活
だ
っ
た
。
退

職
後
は
趣
味
の

油
絵
を
楽
し
ん

だ
。
実
は
こ
の

会
館
で
結
婚
式
を
挙
げ
た
の
で
懐
か
し
い
。


故
・
角
田

迪
夫
(23
臨
物
象
25
研
）

長
女
石
原

恵
子
様

父
は
、
卒
業

後
千
葉
県
で
教

職
に
就
い
た
。

父
が
大
学
で
何

を
し
て
い
た
の

か
よ
く
わ
か
ら

な
か
っ
た
が
、

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
何
と
な
く
理
解
で
き

た
気
が
す
る
。


故
・
藤
森

喜
雄
(35
教
大
地
）

妻
藤
森

寿
美
子
様

教
育
大
が
大
好
き
な
人
だ
っ
た
。
仲
間
と

の
絆
が
強
く
、
最
近
ま
で
良
く
旅
行
し
た
。

大
学
で
は
き
っ
と
充
実
し
て
い
た
の
だ
と
思

う
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
人
生
だ

っ
た
の
で
は
と

思
う
。


故
・
八
木
澤

亮
(23
理
二
）

次
男
八
木
澤

眞
様

父
は
神
奈
川

茗
渓
会
に
参
加

す
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
。

車
い
す
を
押
し

自
分
も
参
加
さ

せ
て
も
ら
っ
た
。

高
齢
に
な
っ
て
も
⽛
先
輩
⽜
と
し
て
多
く
の

人
と
交
わ
る
の
が
楽
し
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。

こ
の
夏
ま
で
双
子
の
⚓
歳
の
孫
を
と
て
も
可

愛
が
っ
た
。


故
・
小
松

喬
生
(24
理
一
）

長
女
富
山

美
知
子
様

戦
時
中
で
入

学
式
が
⚔
月
に

で
き
な
か
っ
た

と
父
か
ら
聞
い

て
い
る
。
家
族

を
戦
争
で
亡
く

し
、
食
糧
難
の

中
、
苦
労
し
た
よ
う
だ
。
そ
の
後
、
中
学
の

教
師
か
ら
東
京
学
芸
大
の
教
授
と
な
っ
た
。

8

（一）
我ら歌わん 明日を信じて 桐の葉の萌えいづる庭
腕を組み 心合わせて歌う時 もえたぎる血潮は叫ぶ
あゝ この血潮 明日ありき 輝ける明日

（二）
我ら歌わん 友を信じて 新しき光さす丘 手をとりて
未来思いて歌う時 湧きいずる平和のねがい
あゝ このねがい 友ありき 永遠の友

（三）
我ら歌わん 我を信じて かぐわしき夜明けの日本
たじろがず 声をあわせて 歌う時 地にひびく学生の歌
あゝ この叫び 我ありき 誇りある我




故
・
長
谷
川

肇
志
(25
理
一
）

長
男
長
谷
川

彰
彦
様

父
は
、
Ｓ
21

年
高
等
師
範
に

入
学
し
、
教
育

大
の
時
に
卒
業
。

卒
業
証
書
の
校

長
名
は
⽛
教
育

大
高
等
師
範
学

校
長
⽜
と
な
っ
て
い
た
。
校
長
、
そ
し
て
、

教
育
委
員
長
ま
で
務
め
た
が
、
ト
イ
レ
掃
除

な
ど
も
率
先
し
て
行
う
校
長
だ
っ
た
。


故
・
笹
島

勇
治
郎
(30
教
大
教
33
院
修
教
）

長
女
西
村

美
和
子
様

北
海
道
の
豪

雪
地
域
で
生
涯

を
過
ご
し
た
父

だ
っ
た
。
茗
渓

会
館
は
受
験
の

時
、
宿
泊
し
た

こ
と
を
思
い
出

す
。
父
が
可
愛

が
っ
て
い
た
孫

娘
も
同
席
し
て
い
る
が
、
就
職
が
決
ま
っ
た
。


故
・
三
宅

章
介
(38
教
大
健
）

妻
三
宅

蘭
子
様

本
日
北
海
道

よ
り
参
列
し
た
。

北
星
学
園
大
学

で
運
動
生
理
学

を
教
え
て
い
た
。

体
協
の
仕
事
を

続
け
て
い
た
関

係
で
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時

に
カ
ー
リ
ン
グ
の
チ
ー
ム
に
同
行
し
た
。


故
・
岩
崎

義
正
(31
教
大
健
33
教
大
専
攻
）

妻
岩
崎

清
子
様

都
立
大
で
勤

務
し
た
後
、
日

本
女
子
大
で
勤

務
し
た
。
生
前

は
研
究
職
で
も

あ
り
寡
黙
な
人

だ
っ
た
。
朝
家

を
出
て
夜
遅
く
帰
る
と
い
う
生
活
が
続
い
た
。

定
年
後
は
、
油
絵
と
テ
ニ
ス
、
碁
を
楽
し
ん

だ
。
闘
病
生
活
の
⚕
年
間
は
今
ま
で
に
な
く
、

自
宅
で
の
時
間
を
夫
婦
で
過
ご
し
た
。


故
・
小
林

一
敏
（
27
理
二
）

長
男
小
林

敏
彦
様

父
は
、
最
初

は
物
理
・
数
学

関
係
で
順
天
堂

大
で
教
員
と
な

り
、
そ
の
時
、

体
育
関
係
の
論

文
に
関
わ
っ
た
。

そ
の
後
、
筑
波
大
学
、
中
京
大
学
で
仕
事
を

し
た
。
筑
波
大
体
育
学
群
の
名
誉
教
授
を
勤

め
た
。
お
酒
が
好
き
だ
っ
た
父
だ
っ
た
が
、

10
年
ほ
ど
前
か
ら
ぱ
っ
た
り
と
や
め
た
。


故
・
河
本

武
（
37
教
大
健
）

妻
河
本

佐
智
子
様

近
い
身
内
が
⚒
人
、
教
育
大
で
、
本
人
も

教
育
大
を
愛
し
て
い
た
。
ユ
ー
ハ
イ
ム
に
入

社
し
て
か
ら
は
、

会
社
の
た
め
に

力
を
尽
く
し
て

く
れ
た
。
茗
渓

会
創
基
150
年
の

仕
事
に
関
わ
り

喜
ん
で
い
た
。

私
の
誕
生
日
が
命
日
で
な
ん
と
も
複
雑
だ
が
、

毎
年
皆
が
集
ま
り
や
す
い
日
で
は
あ
る
。


故
・
阿
部

生
雄
（
43
教
大
体
47
院
修
教
）

妻
阿
部

い
と
子
様

筑
波
大
附
属

中
学
校
の
校
長

を
勤
め
た
。
校

長
講
話
を
ま
と

め
た
⽛
み
な
さ

ん

こ
ん
に
ち

は
⽜
と
い
う
本

を
出
版
。
体
育
史
の
研
究
者
だ
っ
た
が
、
家

で
は
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
人
で
孫
を
楽
し
ま
せ

て
い
た
。
年
賀
状
は
毎
年
自
筆
の
絵
。
志
半

ば
で
無
念
。


故
・
祐
本

寿
男
（
20
文
三
27
大
英
）

長
女
渡
部

久
子
様

学
ぶ
事
が
好

き
な
父
だ
っ
た

と
思
う
。
沖
縄

以
外
の
日
本
全

国
の
都
道
府
県

に
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
っ
た
。

学
生
時
代
に
学
徒
出
陣
の
経
験
を
し
た
。
小

金
井
の
自
宅
か
ら
、
茗
荷
谷
の
歯
医
者
に
通

っ
て
い
た
の
は
懐
か
し
い
大
学
の
そ
ば
だ
っ

た
か
ら
な
の
か
。
亡
く
な
る
前
に
入
院
し
て

い
た
時
も
本
や
新
聞
に
親
し
ん
で
い
た
。


故
・
安
部

一
郎
（
19
体
二
）

長
女
田
中

愽
子
様

こ
の
⚒
月
に

99
歳
で
亡
く
な

っ
た
。
健
康
の

た
め
に
歩
か
な

い
と
い
け
な
い

と
ず
っ
と
散
歩

を
心
掛
け
て
い

た
。
入
院
し
て
か
ら
は
リ
モ
ー
ト
で
し
か
会

え
な
か
っ
た
。
柔
道
の
師
範
と
し
て
フ
ラ
ン

ス
、
ベ
ル
ギ
ー
を
回
っ
た
。
私
の
教
育
の
た

め
に
日
本
に
帰
国
し
、
講
道
館
で
仕
事
を
し
、

柔
道
十
段
の
資
格
を
取
っ
た
。

限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
ご
遺
族

の
皆
様
か
ら
貴
重
な
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で

き
、
ご
逝
去
さ
れ
た
先
輩
方
の
お
人
柄
を
し

の
ぶ
こ
と
が
で
き
た
ひ
と
時
で
あ
っ
た
。

ご
逝
去
さ
れ
た
皆
様
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。（茗

渓
会
理
事

小
泉
い
づ
み
)
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天
文
観
測
の
典
型
的
イ
メ
ー
ジ
は
、
空
に

向
け
た
望
遠
鏡
で
光
（
可
視
光
）
の
像
を
覗

く
と
言
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
最
新

の
天
体
観
測
は
大
き
く
違
っ
て
来
て
い
る
。

可
視
光
は
電
波
等
と
共
に
電
磁
波
の
一
種
だ

が
、
今
や
観
測
対
象
電
磁
波
は
赤
外
線
、
紫

外
線
、
Ⅹ
線
、
ガ
ン
マ
線
と
よ
り
広
い
波
長

領
域
に
拡
が
っ
て
い
る
。
だ
が
そ
の
観
測
は

各
波
長
に
特
化
し
た
検
知
器
が
開
発
で
き
れ

ば
可
能
、
と
は
言
え
な
い
。
実
は
可
視
光
以

外
の
大
抵
の
電
磁
波
は
地
球
の
大
気
で
吸
収

さ
れ
て
し
ま
い
地
球
上
に
は
届
か
な
い
。
一

方
、
物
質
は
そ
の
温
度
に
応
じ
た
電
磁
波
を

放
射
し
て
お
り
、
常
温
の
物
質
か
ら
は
赤
外

線
を
強
度
の
ピ
ー
ク
と
す
る
放
射
が
あ
る
。

そ
れ
故
大
気
も
赤
外
線
を
放
射
し
て
お
り
、

天
体
観
測
に
お
い
て
強
大
な
雑
音
源
と
な
る
。

事
情
は
、
昼
間
は
周
り
が
明
る
く
て
星
が
見

え
な
い
の
と
同
様
だ
。
大
気
層
を
透
過
す
る

際
の
天
体
シ
グ
ナ
ル
の
揺
ら
ぎ
も
高
性
能
観

測
で
は
問
題
と
な
る
。
こ
れ
ら
に
対
処
す
る

解
が
大
気
か
ら
自
由
な
宇
宙
か
ら
の
天
体
観

測
だ
。
実
は
、
宇
宙
か
ら
の
天
体
観
測
に
は

更
な
る
利
点
も
あ
る
。
常
温
の
望
遠
鏡
自
体

か
ら
の
強
力
な
赤
外
線
放
射
は
、
天
体
か
ら

の
極
微
弱
な
赤
外
線
シ
グ
ナ
ル
を
凌
駕
す
る
。

そ
の
抑
制
に
は
望
遠
鏡
の
絶
対
零
度
近
く
ま

で
の
冷
却
を
要
す
る
。
幸
い
、
宇
宙
で
は
冷

却
さ
れ
た
望
遠
鏡
へ
の
大
気
や
水
蒸
気
の
着

霜
の
心
配
は
無
い
。
と
は
言
え
、
宇
宙
か
ら

の
天
体
観
測
の
実
現
に
は
多
大
の
課
題
が
指

摘
さ
れ
て
い
た
。
本
講
座
で
は
赤
外
線
観
測

を
中
心
に
技
術
的
課
題
克
服
を
述
べ
る
。

実
は
⚑
⚙
⚗
⚐
年
代
か
ら
、
大
気
の
影
響

が
弱
ま
る
高
高
度
か
ら
の
天
体
観
測
が
航
空

機
(カ
イ
パ
ー
空
中
天
文
台
：
高
度
10
㎞
）、

や
気
球
(高
度
50
㎞
)を
利
用
し
て
行
わ
れ
た
。

し
か
し
高
度
や
観
測
時
間
は
依
然
足
り
な
か

っ
た
。
こ
の
状
況
を
革
命
的
に
改
善
す
る
コ

ン
セ
プ
ト
が
超
流
動
液
体
ヘ
リ
ウ
ム
を
冷
媒

と
し
て
絶
対
零
度
(-273
℃
)程
度
ま
で
冷
や
し

た
望
遠
鏡
の
人
工
衛
星
へ
の
搭
載
だ
。
た
だ
、

宇
宙
の
無
重
力
状
態
に
お
け
る
超
流
動
液
体

ヘ
リ
ウ
ム
の
長
期
タ
ン
ク
内
貯
蔵
、
と
い
う

未
経
験
の
課
題
が
あ
っ
た
。
最
も
困
難
な
の

は
、
超
流
動
液
体
ヘ
リ
ウ
ム
の
無
重
力
状
態

で
の
気
・
液
分
離
で
あ
っ
た
。
重
力
が
働
け

ば
、
タ
ン
ク
内
の
液
体
と
蒸
気
は
上
下
⚒
相

に
分
離
し
、
タ
ン
ク
内
で
蒸
発
し
た
蒸
気
の

排
気
は
、
そ
の
上
方
位
置
か
ら
行
え
ば
良
い
。

し
か
し
無
重
力
状
態
で
は
、
液
体
は
タ
ン
ク

内
壁
一
面
に
へ
ば
り
着
く
か
、
何
ら
か
の
加

速
度
が
か
か
っ
た
際
に
は
タ
ン
ク
内
を
ふ
わ

ふ
わ
浮
遊
す
る
の
で
、
蒸
気
排
気
を
行
え
ば

必
ず
液
体
も
一
緒
に
排
出
さ
れ
て
し
ま
い
、

液
体
冷
媒
は
短
時
間
の
う
ち
に
失
わ
れ
る
。

そ
こ
で
開
発
さ
れ
た
の
が
、
ポ
ー
ラ
ス
プ
ラ

グ
と
名
付
け
ら
れ
た
気
・
液
分
離
器
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
り
無
重
力
下
で
も
蒸
気
の
み
の
弁

別
的
排
気
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
作
動
原
理

は
、
超
流
動
性
を
巧
妙
に
応
用
し
て
い
る
[1]

。

他
に
も
超
流
動
ヘ
リ
ウ
ム
を
蓄
え
る
ク
ラ
イ

オ
ス
タ
ッ
ト
(低
温
容
器
)内
部
タ
ン
ク
へ
の

外
部
か
ら
構
造
部
材
を
伝
わ
る
熱
伝
導
に
よ

る
熱
侵
入
の
低
減
の
為
、
支
持
構
造
外
殻
と

タ
ン
ク
の
間
を
低
熱
伝
導
性
の
強
化
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
索
で
引
っ
張
り
に
よ
っ
て
支
持
す
る

構
造
の
採
用
、
等
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
課
題
に
一
応
の
解
決
の
目
処

が
立
ち
、
米
・
蘭
・
英
共
同
開
発
に
よ
る
初

の
赤
外
線
宇
宙
衛
星
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｓ
(Infrared

A
stronom
icalSatellite)が
⚑
⚙
⚘
⚓
年

に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
口
径
60
㎝
の
望
遠
鏡

で
、
地
球
上
で
は
観
測
で
き
な
い
100
㎛
ま
で

の
波
長
の
赤
外
線
に
対
し
て
一
定
範
囲
の
空

を
隈
無
く
観
測
す
る
掃
天
観
測（
サ
ー
べ
イ
）

が
行
わ
れ
た
。
1.6
Ｋ
の
超
流
動
液
体
ヘ
リ
ウ

ム
720
ℓ
を
搭
載
し
、
そ
の
枯
渇
ま
で
約
11
ヶ

月
間
の
観
測
が
行
わ
れ
た
。
冷
媒
を
長
持
ち

さ
せ
る
に
は
、
太
陽
か
ら
の
熱
放
射
入
力
を

避
け
る
衛
星
軌
道
に
も
注
目
す
る
。
そ
の
た

め
軌
道
面
が
太
陽
の
方
向
と
ほ
ぼ
直
交
す
る

地
球
の
昼
と
夜
の
境
目
上
空
を
飛
ぶ
よ
う
な

軌
道
が
選
ば
れ
た
。
望
遠
鏡
は
常
に
地
球
に

お
尻
を
向
け
、
太
陽
光
は
真
横
か
ら
し
か
入

射
せ
ず
望
遠
鏡
内
へ
の
直
接
入
射
が
無
い
よ

う
に
姿
勢
制
御
さ
れ
た
。
こ
の
様
な
衛
星
軌

道
は
、
理
想
的
に
は
半
年
で
全
天
を
掃
天
観

測
で
き
る
点
か
ら
も
選
ば
れ
た
。
成
果
で
あ

る
全
天
の
赤
外
線
点
源
の
カ
タ
ロ
グ
は
天
文

研
究
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

次
い
で
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
の
名
残
の
背
景
放
射

の
観
測
に
特
化
し
た
宇
宙
背
景
放
射
探
査
機

Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
(Cosm
ic
Background
Ex-

plorer)が
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
に
よ
っ
て
⚑
⚙
⚘
⚙

年
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
宇
宙
背
景
放
射
と

は
、
138
億
年
前
の
宇
宙
開
闢
(ビ
ッ
グ
バ
ン
）

の
爆
発
的
膨
張
後
(お
よ
そ
40
万
年
)の
火
の

玉
が
、
現
在
ま
で
続
く
宇
宙
の
膨
張
に
よ
る

ド
ッ
プ
ラ
ー
シ
フ
ト
で
波
長
が
延
び
（
宇
宙

赤
方
偏
移
）、
現
在
⚓
Ｋ
に
ま
で
冷
え
た
赤

外
放
射
と
し
て
観
測
さ
れ
る
も
の
で
、
ビ
ッ

グ
バ
ン
理
論
に
つ
い
て
の
最
た
る
証
拠
と
言

わ
れ
る
。
そ
の
成
功
に
よ
り
、
ジ
ョ
ン
Ｃ

マ
ザ
ー
等
は
⚒
⚐
⚐
⚖
年
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理

学
賞
を
受
賞
し
た
。

そ
の
後
も
、
わ
が
国
初
の
赤
外
線
宇
宙
望

遠
鏡
Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
(Infrared
T
elescope
in

Space)が
⚑
⚙
⚙
⚕
年
に
、
欧
州
宇
宙
機
関

Ｅ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
赤
外
線
宇
宙
天
文
台
Ｉ
Ｓ
Ｏ

(Infrared
Space
O
bservatory)（
⚑
⚙

⚙
⚕

98
年
）、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
Ｓ
Ｐ
Ｉ

Ｔ
Ｚ
Ｅ
Ｒ
宇
宙
望
遠
鏡
(天
文
台
型
)(⚒
⚐

⚐
⚓

09
年
85
㎝
)も
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。

Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
は
小
型
で
観
測
期
間
も
短
か
か
っ

た
が
、
ヘ
リ
ウ
ム
同
位
体

を
用
い
た
冷
凍

機
に
よ
り
0.3
Ｋ
と
い
う
宇
宙
で
は
前
例
の
な

い
極
低
温
ま
で
検
出
器
を
冷
却
す
る
こ
と
に

成
功
し
た
。

日
本
の
本
格
的
赤
外
線
天
文
衛
星
⽛
あ
か

り
⽜[2]
は
⚒
⚐
⚐
⚖
年
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
は
サ
ー
べ
イ
型
の
望
遠
鏡
衛
星
で
、
主

鏡
口
径
は
69
㎝
、
観
測
波
長
は
⚒
～
180
㎛
で

あ
っ
た
。
成
果
の
第
⚑
は
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｓ
を
凌
駕

す
る
新
し
い
高
感
度
・
解
像
度
赤
外
線
天
体

カ
タ
ロ
グ
の
作
成
、
第
⚒
に
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
で

は
感
度
不
十
分
で
あ
っ
た
小
惑
星
の
分
光
観

測
を
行
う
(そ
の
後
の
ハ
ヤ
ブ
サ
⚒
へ
の
基

礎
デ
ー
タ
の
提
供
)、
第
⚓
は
、
限
ら
れ
た
量

の
液
体
ヘ
リ
ウ
ム
で
長
期
冷
却
を
可
能
と
す

る
た
め
、
機
械
式
冷
却
機
(ス
タ
ー
リ
ン
グ

冷
却
機
)が
初
め
て
搭
載
さ
れ
、
僅
か
170
ℓ

の
超
流
動
ヘ
リ
ウ
ム
で
500
日
の
冷
却
寿
命
を

達
成
で
き
、
さ
ら
に
そ
の
枯
渇
後
も
、
冷
却

機
単
独
で
冷
却
を
行
い
、
近
赤
外
領
域
で
の

観
測
を
可
能
と
す
る
50
Ｋ
程
度
の
低
温
を
維

持
し
、
⚒
⚐
⚑
⚑
年
ま
で
の
⚖
年
と
い
う
長

寿
命
を
達
成
し
た
。
そ
の
後
も
、⽛
あ
か
り
⽜

の
大
成
功
を
受
け
継
ぎ
、
野
心
的
な
次
世
代

赤
外
線
天
文
衛
星
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ａ
(Space
In-

frared
T
elescope
for
Cosm
ology
and

A
strophysics)の
開
発
に
入
っ
た
が
、
膨

ら
み
す
ぎ
た
予
算
や
技
術
的
問
題
で
残
念
な

が
ら
⚒
⚐
⚒
⚐
年
に
中
止
が
決
ま
っ
た
。
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宇
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知
の
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⽜



最
近
話
題
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ウ
ェ
ッ
ブ
宇

宙
望
遠
鏡
(Ｊ
Ｗ
Ｓ
Ｔ
)[3]
(図
⚑
)は
、
ハ
ッ

ブ
ル
宇
宙
望
遠
鏡
(Ｈ
Ｓ
Ｔ
)の
後
継
機
を
目

指
し
て
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
、
Ｅ
Ｓ
Ａ
、
Ｃ
Ｓ
Ａ
(カ
ナ

ダ
宇
宙
庁
)で
開
発
さ
れ
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
の

約
⚒
億
年
後
以
降
に
輝
き
始
め
た
と
さ
れ
る

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
タ
ー
、
こ
の
光
は
宇
宙
赤
方

偏
移
に
よ
り
波
長
が
赤
外
線
に
変
化
、
の
初

観
測
や
、
太
陽
系
外
惑
星
の
観
測
を
目
指
し

て
い
る
。
当
初
(⚒
⚐
⚐
⚓
年
時
点
)は
、
予

算
16
億
ド
ル
で
⚒
⚐
⚑
⚑
年
打
ち
上
げ
と
さ

れ
て
い
た
。
⚒
⚐
⚑
⚑
年
に
は
歯
止
め
の
か

か
ら
ぬ
出
費
増
に
対
す
る
批
判
が
米
国
下
院

や
ネ
イ
チ
ャ
ー
誌
上
で
展
開
さ
れ
中
止
が
勧

告
さ
れ
た
り
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
天
文
学
会

の
支
持
が
得
ら
れ
80
億
ド
ル
を
上
限
と
し
て

計
画
の
続
行
が
決
ま
っ
た
。
最
終
的
に
は
⚒

⚐
⚒
⚑
年
12
月
25
日
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。

望
遠
鏡
の
主
鏡
は
6.5
ｍ
と
極
め
て
大
き
く
、

ロ
ケ
ッ
ト
に
収
納
で
き
な
い
の
で
18
枚
の
六

角
形
セ
グ
メ
ン
ト
に
分
割
し
て
打
ち
上
げ
ら

れ
、
宇
宙
で
こ
れ
を
展
開
し
高
精
度
の
マ
イ

ク
ロ
モ
ー
タ
ー
と
波
面
セ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て

正
確
な
鏡
面
に
整
形
さ
れ
た
。
鏡
の
大
面
積

故
に
、
Ｈ
Ｓ
Ｔ
を
遙
か
に
凌
ぐ
観
測
性
能
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
軌
道
は
地
球
か
ら
月
公

転
軌
道
の
約
⚔
倍
外
側
と
な
る
150
万
㎞
離
れ

た
地
球

太
陽
系
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
(

)点
周

り
の
ハ
ロ
ー
軌
道
を
採
用
す
る
。


点
に
お

い
て
は
、
望
遠
鏡
は
地
球
か
ら
見
て
太
陽
と

反
対
側
(夜
側
)に
あ
り
、
太
陽
は
地
球
に
ほ

ぼ
遮
ら
れ
て
コ
ロ
ナ
が
見
え
る
だ
け
と
な
り
、

太
陽
か
ら
の
放
射
熱
入
力
が
大
幅
に
低
減
さ

れ
る
。
設
計
寿
命
は
⚕
年
と
さ
れ
る
が
、
ハ

ロ
ー
軌
道
上
に
留
ま
る
為
の
噴
射
ガ
ス
の
残

量
か
ら
寿
命
は
10
年
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
。

望
遠
鏡
全
体
と
し
て
の
冷
却
(約
50
Ｋ
)は
ラ

デ
ィ
エ
タ
ー
に
よ
る
が
、
そ
の
有
効
性
は
、

地
球
の
陰
に
入
っ
て
は
い
る
が
完
全
に
は
無

視
出
来
な
い
太
陽
熱
放
射
を
ど
こ
ま
で
遮
断

で
き
る
か
に
か
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
望
遠

鏡
の
地
球
側
の
面
に
設
置
さ
れ
た
⚕
層
の
フ

ィ
ル
ム
(50
㎛
厚
)で
構
成
さ
れ
る
サ
ン
シ
ー

ル
ド
に
依
る
。
こ
れ
は
巨
大
な
ハ
イ
テ
ク
折

り
紙
と
も
称
さ
れ
、
⚒
つ
の
パ
ー
ツ
に
分
か

れ
て
梱
包
さ
れ
、
宇
宙
で
順
次
展
開
さ
れ
て

長
さ
20
ｍ
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
大
の
大
き
さ
に

な
る
。
こ
の
様
な
宇
宙
で
の
大
規
模
展
開
は
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
お
け
る
大
き
な
挑
戦

で
も
あ
っ
た
。
検
知
器
部
は
、
近
赤
外
線
カ

メ
ラ
、
近
赤
外
線
分
光
器
、
中
間
赤
外
線
観

測
装
置
か
ら
成
り
、
0.6
～
28
㎛
の
波
長
領
域

を
カ
バ
ー
す
る
。
最
も
低
い
温
度
を
要
す
る

中
間
赤
外
線
観
測
装
置
は
さ
ら
に
冷
却
機
に

よ
っ
て
冷
や
さ
れ
る
が
、
温
度
が
⚗
Ｋ
程
度

な
の
で
、
遠
赤
外
線
で
の
観
測
に
は
適
さ
な

い
。
極
低
温
冷
却
に
液
体
ヘ
リ
ウ
ム
を
使
用

し
な
い
赤
外
線
宇
宙
望
遠
鏡
は
史
上
初
で
あ

る
。
打
ち
上
げ
後
、
サ
ン
シ
ー
ル
ド
や
主
鏡

の
展
開
、
鏡
と
副
鏡
の
調
整
が
行
わ
れ
、
約

30
日
か
け
て


点
を
周
回
す
る
ハ
ロ
ー
軌
道

に
到
達
し
た
。
す
で
に
、
宇
宙
か
ら
美
し
い

画
像
を
送
り
始
め
公
表
も
さ
て
い
る
が
、
こ

れ
に
は
長
時
間
露
光
で
捉
え
た
130
億
年
以
上

前
(宇
宙
開
闢
後
⚓
億
年
)の
銀
河
の
像
も
含

ま
れ
る
。

Ⅹ
線
天
体
観
測
衛
星
で
あ
る
日
本
の
科
学

衛
星
⽛
ひ
と
み
⽜
も
極
低
温
冷
却
を
必
要
と

す
る
。
数
千
万
度
の
超
高
温
物
質
か
ら
は
極

め
て
強
い
Ⅹ
線
が
放
射
さ
れ
る
。
観
測
さ
れ

る
宇
宙
物
質
の
80
パ
ー
セ
ン
ト
は
そ
の
様
な

高
温
状
態
に
あ
る
の
で
、
宇
宙
の
構
造
と
進

化
、
そ
の
全
貌
を
知
る
上
で
、
Ⅹ
線
観
測
は

不
可
欠
の
手
段
で
あ
る
。⽛
ひ
と
み
⽜
の
観
測

装
置
の
内
、
軟
Ⅹ
線
分
光
検
出
器
が
液
体
ヘ

リ
ウ
ム
と
機
械
式
冷
却
器
に
よ
り
0.05
Ｋ
に
ま

で
冷
却
さ
れ
た
検
知
器
を
使
っ
て
超
高
分
解

能
分
光
を
行
う
。
だ
が
、
⚒
⚐
⚑
⚖
年
の
打

ち
上
げ
間
も
な
く
通
信
が
途
絶
え
運
用
が
断

念
さ
れ
た
。
こ
れ
を
更
な
る
高
性
能
(30
倍

以
上
の
分
光
性
能
)で
後
継
す
べ
く
、
Ⅹ
線

分
光
撮
像
衛
星
Ｘ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
(ク
リ
ズ
ム
)が

⚒
⚐
⚒
⚓
年
度
以
降
の
打
ち
上
げ
を
目
指
し

て
開
発
さ
れ
て
い
る
。

（
筑
波
大
学
シ
ス
テ
ム
情
報
系
名
誉
教
授
)

《
参

考
》

[1]
村
上
正
秀
：
Space
Cryogenics
2018

低
温
工
学V

ol.53
N
o.6
pp.335-342.

[2]
松
浦
周
二
、
中
川
貴
雄
：
赤
外
線
天
文
学

の
最
前
線
⚒
⚐
⚑
⚐
パ
リ
テ
ィV

ol.25
N
o.5.

[3]
渡
部
潤
一
[監
]：
宇
宙
の
す
べ
て
⚒
⚐
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図⚑：JWST全景。望遠鏡は鏡筒を持たず主鏡と副鏡がむき出しになっている。
その下に展開された⚕層のサンシールドが見える。（出典/NASA）
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◇〝
薬
学
部
が
な
い
〟
か
ら
こ
そ

都
心
か
ら
少
し
離
れ
た
（
ち
な
み
に
私
が
入

学
し
た
05
年
夏
に
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
が
開

業
し
、
格
段
に
都
心
と
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
な

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
さ
ら
に
遠
か
っ
た

と
先
輩
方
か
ら
伝
え
聞
い
て
い
ま
す
）
つ
く
ば

の
地
に
は
、
読
者
の
皆
さ
ん
の
在
学
当
時
も
さ

ま
ざ
ま
な
出
身
地
の
同
級
生
、
先
輩
・
後
輩
と

教
室
や
サ
ー
ク
ル
、
部
活
動
で
肩
を
並
べ
て
い

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
集

ま
っ
た
13
人
の
出
身
地
も
北
海
道
か
ら
九
州
地

方
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

こ
う
い
っ
た
、
出
身
地
、
学
類
、
卒
業
後
の
進

路
の
紹
介
だ
け
で
も
、
い
わ
ゆ
る
〝
薬
学
部
〟
が

な
い
母
校
な
が
ら
、⽛
医
薬
⽜
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
だ
け
で
い
ろ
ん
な
関
わ
り
方
、
さ
ま
ざ
ま
な

広
が
り
が
あ
る
こ
と
を
、
お
わ
か
り
い
た
だ
け

る
か
と
思
い
ま
す
。⽛
母
校
が
同
じ
⽜
だ
け
で
キ

ー
ワ
ー
ド
を
元
に
つ
な
が
り
が
持
て
る
、
こ
の

活
動
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
行
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
こ
そ
、〝
薬
学
部
が
な
い
〟
か
ら
こ

そ
、
今
後
は
新
し
い
活
動
が
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

⽛
参
加
動
機
⽜や⽛
こ
の
会
に
期
待
す
る
こ
と
⽜

で
多
く
寄
せ
ら
れ
た
の
が
、⽛
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
結

局
は
人
と
の
つ
な
が
り
。
交
流
の
輪
を
広
げ
た

い
⽜（
生
物
資
源
学
類
03
年
卒
）、⽛
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
広
げ
る
と
共
に
若
い
人
た
ち
に
経
験
も
伝

え
た
い
⽜（
農
林
学
類
及
び
修
士
課
程
85
年
卒
）

な
ど
、
ま
ず
は
交
流
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
で
す
。

こ
の
他
、⽛
多
様
性
に
富
ん
だ
大
学
だ
か
ら
こ

そ
、
新
し
い
取
り
組
み
を
何
か
し
た
い
。
総
力

挙
げ
て
創
出
で
き
る
事
業
は
な
い
か
⽜（
修
士
理

工
学
課
程
91
年
卒
）、⽛
福
祉
や
医
療
で
ア
イ
デ

茗
渓
秋
号
で
も
初
回
開
催
を
お
知
ら
せ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
医
薬
関
係
の
同
窓
会
有

志
に
よ
る
交
流
会
の
第
⚒
回
目
が
昨
年
10
月
30

日
、
茗
渓
会
事
務
局
の
あ
る
大
塚
事
務
所
（
東

京
都
文
京
区
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
回

は
⽛
ま
だ
会
の
正
式
名
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
⽜

と
書
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
⽛
医
薬
・
関
連
業
界

交
流
会
(仮
称
)⽜
と
し
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
、
前
回
の
記
事
を
読
ん
で
下
さ

っ
た
方
な
ど
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
、
さ
ら
に
増

え
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
徳
島
や
長
野
な
ど
か

ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
含
め
、
同
窓
生
13
人

に
事
務
局
か
ら
⚔
人
が
加
わ
り
、
近
況
や
製
薬

に
ま
つ
わ
る
問
題
意
識
な
ど
を
意
見
交
換
。
大

学
時
代
の
自
己
紹
介
や
思
い
出
も
含
め
る
と
、

⚑
人
⚕
分
で
は
全
く
時
間
が
足
り
な
い
ほ
ど
で
、

フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
含
め
⚒
時
間
が
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

主
な
話
題
は
▽
大
学
時
代
に
打
ち
込
ん
だ
こ

と
や
こ
れ
ま
で
の
経
歴
な
ど
簡
単
な
自
己
紹
介
、

▽
交
流
会
に
参
加
し
た
動
機
、
▽
交
流
会
に
期

待
す
る
こ
と
、
▽
交
流
会
で
活
動
し
て
み
た
い

こ
と
、
▽
こ
う
い
っ
た
話
が
聞
き
た
い

な

ど
で
す
。

参
加
メ
ン
バ
ー
の
出
身
学
類
は
⽛
社
会
⽜
や

⽛
人
間
⽜
な
ど
か
ら
⽛
農
林
⽜⽛
生
物
⽜
は
も
ち
ろ

ん
、⽛
社
会
工
学
⽜
な
ど
一
見
製
薬
と
は
あ
ま
り

縁
が
な
さ
そ
う
な
学
類
ま
で
、
そ
れ
こ
そ
総
合

大
学
な
ら
で
は
の
多
様
さ
。
現
職
や
こ
れ
ま
で

の
経
歴
も
、
製
薬
メ
ー
カ
ー
、
医
療
機
器
メ
ー

カ
ー
の
ほ
か
、
医
薬
品
卸
、
医
療
機
関
、
国
の
規

制
機
関
や
研
究
機
関
、
そ
し
て
法
律
事
務
所
、

創
薬
ベ
ン
チ
ャ
ー
、
医
療
刑
務
所
の
医
療
技
官
、

報
道
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
ま
す
。

医薬・関連業会交流会の活動本格化！
10月に第2回開催。次回テーマは創薬秘話

毎日新聞 記者 荒木涼子（09年自然学類卒)

次回 2023年2月11日(土)15：00～
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ら
議
論
し
た
い
テ
ー
マ
も
受
け
付
け
る
予
定
で

す
。
こ
の
他
、〝
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
〟
的
な
要
素

で
は
あ
り
ま
す
が
、
転
職
や
人
材
に
つ
い
て
の

情
報
交
換
も
念
頭
に
置
い
た
活
動
を
し
て
い
き

ま
す
。
実
際
、
第
⚑
回
の
参
加
者
よ
り
⽛
交
流
会

の
後
、
自
分
の
価
値
観
な
ど
見
直
す
結
果
に
な

っ
た
。
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
向
け
、
具
体

的
な
一
歩
が
踏
み
出
せ
た
⽜
と
い
う
声
も
聞
け

ま
し
た
。

◇
改
め
て
参
加
者
募
集
中
で
す

前
回
と
同
様
の
締
め
く
く
り
に
な
り
恐
縮
で

す
が
、
や
は
り
日
々
メ
デ
ィ
ア
で
取
材
を
し
て

い
る
と
、⽛
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
出
会
い
⽜

が
何
よ
り
大
事
と
痛
感
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を

経
て
、
リ
ア
ル
で
人
に
会
い
、
目
を
合
わ
せ
、
同

じ
時
間
を
過
ご
す
こ
と
の
大
切
さ
が
身
に
し
み

ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
社
会
課
題
に
向
け
て
も
、

結
局
は
一
人
一
人
の
声
を
聞
い
て
行
く
こ
と
が
、

最
善
の
近
道
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
交
流

の
場
が
、
少
し
で
も
同
じ
つ
く
ば
時
間
を
過
ご

し
た
人
々
に
と
っ
て
、
そ
し
て
社
会
に
と
っ
て
、

実
り
あ
る
場
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る

の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
力
を
お
貸
し
下
さ
い
。

ア
を
出
し
合
い
、
良
い
活
動
が
出
来
れ
ば
⽜（
社

会
工
学
類
86
年
卒
）
な
ど
と
、
交
流
会
の
活
動

を
通
じ
て
自
身
の
社
会
貢
献
の
ヒ
ン
ト
を
模
索

す
る
よ
う
な
声
も
あ
り
ま
し
た
。

時
事
的
な
個
別
テ
ー
マ
で
は
、
国
内
外
の
ワ

ク
チ
ン
開
発
や
創
薬
事
業
、
創
薬
ベ
ン
チ
ャ
ー

支
援
な
ど
の
問
題
意
識
に
つ
い
て
も
意
見
が
出

ま
し
た
。

◇
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
も

第
⚑
回
交
流
会
で
は
前
回
記
事
で
も
お
伝
え

し
た
よ
う
に
⽛
薬
剤
耐
性
菌
⽜
を
テ
ー
マ
に
、
普

段
、
現
職
で
こ
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
、
83
年
生
物
学
類
卒
の
高
橋
義
三
郎
さ

ん
（
現
Ｍ
ｅ
ｉ
ｊ
ｉ
Ｓ
ｅ
ｉ
ｋ
ａ
フ
ァ
ル
マ

ワ
ク
チ
ン
企
画
推
進
部
／
経
営
企
画
部
）
や
高

橋
さ
ん
と
同
期
で
83
年
農
林
学
類
卒
の
藤
江
昭

彦
さ
ん
（
現
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
医
療
研

究
開
発
機
構
）
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
回
第
⚓
回
で
は
、
創
薬
研
究
の
体
験
談
を
、

85
年
修
士
課
程
環
境
科
学
卒
の
荒
川
健
司
さ
ん

（
現
田
辺
三
菱
製
薬
）
に
ご
紹
介
い
た
だ
く
予
定

で
す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
創
薬
は
膨
大
な
研
究

と
時
間
を
か
け
て
も
、
そ
う
簡
単
に
は
成
功
に

結
び
つ
か
な
い
難
し
い
事
業
で
す
。
そ
ん
な
中
、

⚒
型
糖
尿
病
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
Ｓ
Ｇ
Ｌ
Ｔ
⚒

阻
害
薬
の
開
発
に
成
功
し
た
秘
話
、
経
験
を
伺

い
ま
す
。
よ
り
〝
選
択
と
集
中
〟
で
基
礎
研
究
環

境
が
厳
し
く
な
る
昨
今
、
少
し
で
も
打
開
に
向

け
て
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
第
⚔
回
以
降
で
も
、
創
薬
研
究
の
最

新
の
取
り
組
み
の
紹
介
や
研
究
開
発
を
取
り
巻

く
課
題
に
つ
い
て
議
論
し
、
適
宜
、
参
加
者
か

交流の輪を広げませんか？
●他大学では薬学部同窓会等で情報交換をしていると聞き及びます。筑波大学
には薬学部はありませんが、医薬品及び関連業界関係の方々が多くいらっし
ゃるようです。母校に薬学部が無いということは逆に広く大きな輪になる可
能性もあります。交流の輪を広げませんか？
交流の輪に加われる方、関心のある方は、下記連絡先にご一報下さい。

茗渓会事務局（大塚事務所)
☎ 03-3941-0136
E-mail：peer@meikei.or.jp
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Peer Garden
茗渓アルバム 茗渓創基150年記念事業

茗渓150年の思い出を紡ぎませんか？



土
方
多
美
枝
(旧
姓
梶
ヶ
谷
)の
こ
と

健
康
学
科
初
め
て
の
女
子
学
生


秋
雨
の
学
徒
出
陣

昭
和
18
年
10
月
21
日
、
降
り
し
き
る
秋
雨

の
中
、
出
陣
学
徒
は
学
校
ご
と
に
大
隊
を
編

成
し
、
大
隊
名
を
記
し
た
小
旗
の
付
い
た
学

校
旗
を
掲
げ
、
学
生
帽
・
学
生
服
に
巻
脚
絆

を
し
た
姿
で
小
銃
を
担
い
列
し
た
。
東
京
・

神
奈
川
・
千
葉
・
埼
玉
か
ら
77
校
の
出
陣
学

徒
の
入
場
行
進
、
宮
城
遥
拝
、⽛
海
行
か
ば
⽜

の
斉
唱
、
な
ど
が
行
わ
れ
、
最
後
に
競
技
場

か
ら
宮
城
ま
で
行
進
し
て
終
了
し
た
。

お
は
ぎ
を
入
れ
た
重
箱
を
抱
え
て
多
美
枝

は
、
行
進
す
る
兄
の
姿
を
追
っ
た
。
父
と
共

に
磯
子
か
ら
汽
車
を
乗
継
い
で
き
た
。

壮
行
会
を
終
え
た
学
生
は
徴
兵
検
査
を
受

け
、
各
校
在
籍
の
ま
ま
休
学
と
さ
れ
、
暮
れ

に
陸
軍
へ
入
隊
、
あ
る
い
は
海
軍
へ
入
団
し

た
。
兄
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
レ
イ
テ
沖
で
戦
死

し
た
。

七
歳
年
上
の
姉
が
神
奈
川
高
女
（
現
神
奈

川
学
園
）
の
体
育
教
師
を
し
て
い
た
。
学
徒

出
陣
の
年
、
多
美
枝
は
附
属
の
精
華
小
学
校

か
ら
神
奈
川
高
女
に
入
学
し
た
。

横
浜
市
青
葉
区
と
町
田
市
三
輪
町
に
跨
っ

て
⽛
こ
ど
も
の
国
⽜
が
あ
る
。
こ
の
地
に
旧

陸
軍
の
弾
薬
庫
が
あ
っ
た
。
昭
和
13
年
に
国

家
総
動
員
法
に
よ
り
こ
の
地
が
接
収
さ
れ
、

昭
和
16
年
か
ら
旧
陸
軍
弾
薬
庫
と
し
て
使
用

さ
れ
た
。

多
美
枝
が
兄
を
学
徒
出
陣
で
送
り
出
し
た

翌
年
の
昭
和
19
年
、
横
浜
二
中
（
現
横
浜
翠

嵐
高
校
）
の
男
子
学
生
250
人
と
神
奈
川
高
女

の
女
子
学
生
200
人
が
薬
莢
に
火
薬
を
詰
め
る

填
薬
作
業
に
動
員
さ
れ
た
。

こ
ど
も
の
国
の
正
面
入
口
か
ら
入
っ
て
右

側
、
道
路
の
向
か
い
に
⽛
白
百
合
の
丘
⽜
と

呼
ば
れ
て
い
る
高
台
が
あ
る
。
そ
こ
に
⽛
平

和
を
祈
る
⽜
と
書
か
れ
た
碑
が
建
っ
て
い
る
。

碑
の
裏
に
⽛
戦
争
の
な
い
世
界
を
願
っ
て
⽜

と
題
し
た
建
立
の
由
来
が
書
か
れ
て
い
る
。

神
奈
川
高
女
の
生
徒
達
が
建
て
た
碑
で
あ
る
。

昭
和
20
年
⚕
月
29
日
(火
)の
⚙
時
過
ぎ
か

ら
一
時
間
程
、
517
機
の
Ｂ
29
が
大
量
の
焼
夷

弾
を
投
下
し
た
。
横
浜
大
空
襲
で
あ
る
。

多
美
枝
は
上
履
き
の
ま
ま
防
空
壕
に
避
難

し
た
が
、
火
の
手
が
激
し
く
な
り
、
裏
山
に

逃
げ
た
。
目
の
前
で
校
舎
が
焼
け
落
ち
た
。

⚔
日
前
の
夜
半
に
東
京
大
空
襲
が
あ
っ
た
。

東
京
文
理
大
・
東
京
高
師
の
大
塚
校
舎
、
そ

し
て
桐
花
寮
が
焼
け
落
ち
、
東
京
の
大
半
が

廃
墟
と
な
っ
て
い
た
。

大
空
襲
か
ら
⚔
年
が
経
っ
た
。


東
京
教
育
大
学
に
入
学
す
る

昭
和
24
年
、
国
立
大
学
設
置
法
の
公
布
に

よ
り
、
母
校
は
、
東
京
文
理
科
大
学
、
東
京

高
等
師
範
学
校
、
東
京
体
育
専
門
学
校
、
東

京
農
業
教
育
専
門
学
校
の
⚔
校
を
包
括
し
て
、

文
学
部
、
理
学
部
、
教
育
学
部
、
体
育
学
部
、

農
学
部
を
持
つ
総
合
大
学
と
し
て
発
足
し
た
。

東
京
教
育
大
学
（
以
後
⽛
東
教
大
⽜
と
略
す
）

で
あ
る
。

翌
昭
和
25
年
、
体
育
学
部
健
康
学
科
の
入

学
生
の
中
に
、
多
美
枝
の
姿
が
あ
っ
た
。
体

育
学
部
一
期
生
に
は
、
女
子
学
生
（
相
場
了
、

水
戸
宣
子
）
は
い
た
が
、
体
育
学
科
で
あ
る
。

健
康
学
科
で
は
初
め
て
の
女
子
学
生
で
あ
っ

た
。多

美
枝
は
江
田
前
理
事
長
と
同
期
で
二
期





出陣学徒壮行会 1943年10月21日(木)
明治神宮外苑競技場は、理工系学生、中等学校生、女学校
生など計96校、約⚕万人が動員され観客席を埋めた。日本放
送協会はその様子を⚒時間半にわたり中継した。壮行会の挙
行は、出陣学徒による答辞の一節⽛生等もとより生還を期せ
ず⽜という言辞とともに、日本国民全体に総力戦への覚悟を
迫る象徴的出来事となった。

空襲で破壊された大塚構内
門柱の板門標を前にした高師生の後ろに
焼け残ったＷ館(西館)が見える。

平和の碑と碑の裏に刻まれた文面

こどもの国は第二次世界大戦中
⽛東京陸軍兵器補給廠 田奈部隊⽜
と呼ばれ、園内の森には高射砲や
手りゅう弾などの砲弾を作る工場
とたくさんの弾薬庫がありました。
戦争がはげしくなった1944年か
ら45年にかけて、神奈川高等女学
校の学生だった私たちは、国の命
令で勉強をやめ、ここで砲弾を作
る作業につきました。その砲弾が
地球上のだれかを傷つけたのでは
ないかと思うと、とても恐ろしい
気持ちです。戦争を再び起こして
はならない、この思いを込めて、
女学生休憩所のあった丘に平和の
碑を建てました。平和な世界の中
でこどもたちがのびのびと育ちま
すように
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生
で
あ
る
。
茗
体
会
二
期
会
の
会
合
に
、
よ

く
参
加
し
て
い
た
と
、
江
田
前
理
事
長
は
回

顧
さ
れ
て
い
た
。

新
入
生
の
多
美
枝
が
い
る
。

そ
の
頃
、
東
教
大
は
戦
災
校
復
興
の
モ
デ

ル
・
ス
ク
ー
ル
に
指
定
さ
れ
、
Ｅ
館
着
工
か

ら
本
格
的
な
校
舎
再
建
の
途
に
つ
き
、
事
務

棟
や
本
館
が
竣
工
し
た
の
は
昭
和
34
年
の
こ

と
で
あ
る
。

戦
後
⚕
年
、
磯
子
か
ら
横
浜
、
そ
し
て
東

京
へ
と
乗
継
ぎ
、
都
電
（
丸
ノ
内
線
は
お
茶

の
水
停
ま
り
だ
っ
た
）
で
大
塚
三
丁
目
に
辿

り
着
く
。
工
事
現
場
の
よ
う
な
東
教
大
の
正

門
を
入
り
、
無
数
の
視
線
を
気
に
し
な
が
ら

講
義
棟
に
向
か
う
。
勇
気
の
い
る
こ
と
と
想

像
で
き
る
。

三
年
に
な
っ
て
、
体
育
学
部
に
⚒
人
の
女

子
学
生
が
編
入
し
て
、
⚓
人
と
な
っ
た
。
体

育
学
科
に
編
入
し
た
米
陀
京
子
は
、
中
京
体

専
（
現
至
学
館
大
学
）
在
学
中
、
日
本
選
手

権
大
会
、
日
本
学
生
対
抗
選
手
権
大
会
に
出

場
し
、
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル
で
は
歴
代
優
勝
者
に

記
録
さ
れ
て
い
る
。

多
美
枝
も
高
女
時
代
は
陸
上
競
技
の
選
手

で
あ
っ
た
。
卒
業
の
年
、
山
形
県
営
競
技
場

で
開
催
さ
れ
た
第
32
回
全
日
本
陸
上
競
技
大

会
に
出
場
し
て
い
る
。
東
京
教
育
大
学
入
学

の
前
年
で
あ
る
。
投
て
き
、
槍
投
げ
、
高
跳

び
な
ど
に
出
場
し
た
。
天
性
の
運
動
神
経
の

持
ち
主
と
い
え
る
が
、
小
柄
で
あ
っ
た
。
身

長
を
尋
ね
る
と
、
151
㎝
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

大
学
で
は
陸
上
競
技
は
や
ら
ず
、
硬
式
テ

ニ
ス
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
を
転
々
と
し
、

⚓
年
に
な
っ
て
、
他
学
部
の
女
子
学
生
を
誘






っ
て
、
⚕
人
を
揃
え
た
。
女
子
バ
ス
ケ
部
を

創
っ
た
。

小
柄
な
多
美
枝
は
、
男
子
学
生
と
と
も
に

体
育
の
授
業
を
受
け
る
の
だ
が
、⽛
サ
ッ
カ
ー

の
実
技
は
い
つ
も
キ
ー
パ
ー
だ
っ
た
⽜
と
笑

っ
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

土
方
多
美
枝
さ
ん
に
お
遇
い
し
た
の
は
、

数
年
前
の
神
奈
川
茗
渓
会
の
懇
親
会
で
あ
っ

た
。
中
華
テ
ー
ブ
ル
が
一
緒
だ
っ
た
。
参
加

者
の
中
で
も
ご
高
齢
で
あ
っ
た
か
ら
、
来
賓

扱
い
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
穏
や
か

な
笑
顔
を
お
持
ち
の
方
と
い
う
印
象
で
あ
っ

た
。
お
話
を
伺
い
た
い
と
願
っ
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
禍
に
邪
魔
を
さ
れ
て
儘
な
ら
な
か
っ

た
。土

方
さ
ん
に
は
、
素
敵
な
後
輩
達
が
い
た
。

佐
々
木
悦
子
さ
ん
（
Ｓ
46
教
大
体
）
と
小
泉

い
づ
み
さ
ん
（
Ｓ
51
教
大
体
）
で
あ
る
。
お

二
人
と
も
女
子
バ
ス
ケ
の
後
輩
で
あ
っ
た
。

昨
年
、
⚗
月
23
日
、
⚓
年
振
り
の
神
奈
川

茗
渓
会
の
総
会
が
あ
っ
た
。
そ
の
席
上
で
、

土
方
さ
ん
に
近
々
お
話
を
伺
い
た
い
旨
を
お

伝
え
し
、
佐
々
木
悦
子
さ
ん
が
日
取
り
と
場

所
を
手
配
し
て
く
れ
た
。
10
月
10
日
(月
)、

磯
子
で
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
佐
々

木
、
小
泉
ご
両
名
も
同
席
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

多
美
枝
が
山
形
大
会
に
出
場
し
た
年
の
正

月
に
、
土
方
久
平
は
第
25
回
東
京
箱
根
間
往

復
大
学
駅
伝
競
走
で
第
⚓
区
を
疾
走
し
た
。

そ
の
⚒
年
前
の
、
昭
和
22
年
正
月
に
も
、
土

方
は
第
⚓
区
を
駆
け
て
い
た
。
写
真
が
あ
る
。

⚑
月
⚔
日
、
戸
塚
中
継
所
で
⚓
区
の
土
方

に
襷
を
渡
す
山
本
邦
夫
。
そ
の
背
中
に
文
理

大
の
文
字
が
見
え
る
。
後
方
に
制
帽
姿
の
学

生
が
い
て
当
時
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。
土

方
は
そ
の
後
、
第
26
回
の
箱
根
駅
伝
に
も
出

場
し
て
い
る
。
慶
應
大
学
の
選
手
と
し
て
⚙

区
を
走
っ
た
。

土
方
は
母
校
卒
業
後
、
慶
応
大
学
体
育
研

究
所
の
助
手
を
経
て
、
東
海
銀
行
に
入
行
す

る
。多

美
枝
は
昭
和
29
年
に
卒
業
し
た
。
同
年
、

戸
倉
ハ
ル
(⚑
⚘
⚙
⚖

⚑
⚙
⚖
⚘
)が
日
本

女
子
体
育
連
盟
を
発
足
さ
せ
、
創
作
ダ
ン
ス

を
中
心
に
活
動
を
開
始
し
た
。
戸
倉
の
愛
弟

子
で
あ
っ
た
松
本
千
代
栄
(⚑
⚙
⚒
⚐

⚒

⚐
⚒
⚒
)は
、
昭
和
27
年
、
東
教
大
の
専
任
講

師
と
し
て
舞
踊
学
講
座
を
開
講
し
て
い
た
。

体
育
学
部
教
授
の
竹
之
下
休
蔵
(⚑
⚙
⚐
⚙

⚑
⚙
⚘
⚘
)の
薦
め
に
よ
る
。
松
本
の
講

座
を
受
講
し
た
多
美
枝
は
、
卒
業
と
同
時
に
、

東
教
大
附
属
中
等
・
高
等
学
校
に
奉
職
し
た
。

⚕
ク
ラ
ス
（
⚔
ク
ラ
ス
が
男
女
混
合
、
一

ク
ラ
ス
が
男
子
ク
ラ
ス
）
で
あ
っ
た
。
体
育

教
諭
で
創
作
ダ
ン
ス
を
担
当
し
た
。
二
年
程

し
て
、
多
美
枝
は
土
方
と
結
婚
し
、
夫
の
転

勤
先
の
名
古
屋
に
転
居
し
た
。

多
美
枝
が
夫
の
転
勤
で
磯
子
に
戻
っ
て
き

た
の
は
昭
和
39
年
、
東
京
五
輪
の
年
で
あ
る
。

昭
和
43
年
、
松
本
が
日
本
女
子
体
育
連
盟

の
会
長
に
就
任
し
た
。
戸
倉
の
後
任
で
あ
る
。

磯
子
の
会
合
よ
り
一
週
間
ほ
ど
前
の
東
京

新
聞
ウ
ェ
ブ
欄
(10
／

⚔
)に
訃
報
が
載
っ
た
。

松
本
千
代
栄
さ
ん
（
お
茶
の
水
女
子
大
名

誉
教
授
、
舞
踊
教
育
学
）
⚙
月
15
日
、
老
衰

の
た
め
死
去
、
102
歳
。
奈
良
県
出
身
。

10月10日正午、磯子駅近くのサイゼリア。土方さ
んのお住いの近くということで、佐々木悦子さん
が随分気を遣って手配をしてくれた。向かい側に
佐々木悦子さん、右隣に小泉いづみさんが土方さ
んを挟むように着席した。前日までの雨が上がり、
上天気であった。

佐々木悦子さんはメモをとり、小泉いづみさん
はスマホで検索を繰り返していた。土方多美枝
さんのお話に登場する人物や出来事を調べるた
めであった。初めてお聞きする話が多くあった。
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前
年
の
参
加
者
54
名
を
遥
か
に
凌
ぐ
盛
況
ぶ

り
で
、
学
長
を
は
じ
め
200
余
名
が
参
加
し
た
。

学
長
の
調
停
案
提
示
に
よ
っ
て
、
校
名
を

め
ぐ
る
混
乱
が
よ
う
や
く
収
拾
の
兆
し
を
見

せ
た
頃
で
あ
る
。
す
で
に
、
春
の
衆
議
院
で
、

国
立
学
校
設
置
法
案
は
⽛
東
京
教
育
大
学
⽜

の
校
名
を
も
っ
て
可
決
成
立
(⚕
／

18
)し
て

い
た
。

茗
渓
会
に
と
っ
て
、⽛
教
育
大
学
（
師
範
大

学
）⽜
へ
の
希
求
は
、
⚑
⚙
⚑
⚙
年
の
母
校
昇

格
運
動
に
始
ま
り
、
⚑
⚙
⚒
⚙
年
の
⽛
東
京

文
理
科
大
学
⽜
設
立
を
経
て
、
⚑
⚙
⚔
⚙
年

に
⽛
東
京
教
育
大
学
⽜、
い
わ
ば
30
年
越
し
の

希
求
で
あ
り
、
よ
う
や
く
大
願
成
就
し
た
と

い
え
る
。

し
か
し
、
東
教
大
が
発
足
し
、
初
代
学
長

に
は
文
部
省
社
会
教
育
局
長
柴
沼
直
が
任
命

さ
れ
た
が
、
文
理
大
教
官
不
参
加
の
た
め
学

部
長
、
専
任
教
官
も
決
ま
ら
な
い
ま
ま
の
不

幸
な
出
帆
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
体
専
、
農
教
の
文
理
大
側
へ
の

歩
み
寄
り
や
、
学
則
第
一
条
を
文
理
大
寄
り

に
改
定
す
る
調
停
案
を
提
示
す
る
な
ど
、
柴

沼
学
長
の
努
力
も
繰
り
返
さ
れ
た
。

⽛
校
名
を
め
ぐ
る
混
乱
⽜
は
、
昭
和
20
年
か

ら
昭
和
24
年
ま
で
の
⚕
年
に
及
ぶ
。
そ
れ
は
、

新
制
大
学
の
目
的
・
性
格
（
学
則
第
一
条
）

を
背
景
に
し
た
混
乱
と
も
い
え
た
。

多
美
枝
は
、⽛
校
名
を
め
ぐ
る
混
乱
⽜
が
収

束
し
た
翌
年
に
入
学
し
、
昭
和
29
年
に
卒
業

し
た
。

翌
年
の
春
、
丸
ノ
内
線
（
お
茶
の
水

池

袋
間
）
が
開
通
し
て
い
る
。





松
本
が
東
京
女
高
師
研
究
科
の
繰
り
上
げ

卒
業
の
た
め
上
京
し
た
時
の
回
想
で
あ
る
。

何
を
目
的
に
教
師
に
な
っ
て
い
っ
て
い
い

か
分
か
ら
な
い
か
ら
、
靴
磨
き
で
も
し
よ
う

か
な
と
思
っ
て
、
神
田
の
ガ
ー
ド
下
に
見
に

行
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
大
勢
の
人

が
座
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
兵
の
靴
を
磨
い
て
い

る
の
で
す
。

そ
の
情
景
を
目
の
当
た
り
に
し
て
靴
磨
き

も
で
き
な
い
と
落
ち
込
む
松
本
に
、
奈
良
女

高
師
附
属
小
学
校
の
武
田
一
郎
主
事（
校
長
）

か
ら
手
紙
が
届
い
た
。

⽛
国
敗
れ
て
教
育
の
目
的
を
見
失
っ
て
い
る

の
は
松
本
さ
ん
だ
け
で
は
な
い
。
日
本
全
国

の
教
師
が
そ
う
だ
。
で
も
、
教
師
が
教
育
の

目
的
を
見
出
す
ま
で
、
子
ど
も
は
大
き
く
な

る
の
を
待
っ
て
は
く
れ
な
い
。
悩
み
な
が
ら

で
も
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
か
ら
…

帰
っ
て
来
な
さ
い
。
僕
た
ち
と
一
緒
に
や
ろ

う
⽜（⽝
舞
踊
学
⽞
第
38
号
、
70
頁
）

松
本
は
奈
良
に
戻
り
、
附
属
小
学
校
で
再

び
教
鞭
を
取
り
始
め
る
。
終
戦
の
翌
年
で
あ

っ
た
。


東
京
教
育
大
学
学
則
第
一
条

学
則
第
一
条
は
、⽛
第
一
章

総
則

第

一
節

大
学
の
目
的
及
び
使
命
⽜
の
部
分
で

あ
る
。

⽛
本
学
は
、
学
術
に
関
す
る
高
度
の
専
門

的
研
究
教
授
と
教
育
科
学
の
深
い
研
究
教
授

と
を
行
い
、
併
せ
て
高
い
識
見
と
広
い
視
野

を
持
つ
有
能
な
教
育
者
た
る
べ
き
人
材
を
育

成
す
る
。⽜

昭
和
24
年
に
開
催
さ
れ
た
茗
渓
会
総
会
は
、

篠
田
昭
八
郎
の
こ
と

土
方
多
美
枝
さ
ん
と
す
れ
違
う
よ
う
に
、

篠
田
昭
八
郎
氏
（
Ｓ
31
教
大
健
）
が
東
教
大

に
入
学
し
て
い
る
。
昨
年
の
⚓
月
、⽛
自
宅
の

古
い
資
料
を
片
付
け
て
⽜
い
た
際
に
ネ
ガ
と

と
も
に
出
て
き
た
写
真
が
篠
田
氏
か
ら
送
ら

れ
て
い
た
。

篠
田
氏
は
蹴
球
部
で
活
躍
し
て
い
た
。
一

部
リ
ー
グ
で
は
あ
っ
た
が
、
40
人
程
度
の
規

模
だ
っ
た
。
昭
和
39
年
の
メ
キ
シ
コ
五
輪
で

日
本
チ
ー
ム
が
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
こ
と

か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
入
部
者
も

徐
々
に
増
え
て
百
人
規
模
に
な
っ
た
よ
う
で

あ
る
。



篠
田
氏
は
、
岐
阜
高
専
で
教
師
の
傍
ら
監

督
を
務
め
た
。
昨
年
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

は
百
周
年
を
迎
え
た
が
、
協
会
か
ら
功
労
表

彰
を
受
け
て
い
る
。
85
周
年
に
続
く
受
賞
で

あ
っ
た
。

昭
和
29
年
夏
、
千
葉
館
山
で
の
水
泳
実
習

の
写
真
が
あ
る
。
体
育
学
部
は
、
水
泳
と
ス

キ
ー
実
習
が
必
修
で
、
上
級
生
も
い
た
よ
う

で
あ
る
。

江
田
前
理
事
長
が
こ
の
写
真
を
み
て
⽛
僕

も
い
た
と
思
う
⽜
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
た
だ

し
、
結
核
療
養
明
け
で
見
学
者
だ
っ
た
。⽛
見

学
だ
け
で
単
位
が
も
ら
え
た
の
は
、
僕
だ
け

か
も
し
れ
な
い
⽜
と
笑
っ
て
お
ら
れ
た
。

昭和29年春季合宿は三重県磯部高校グランド。翌年の夏季合宿は松本総
合グランドなど、合宿は全国を遠征した。遠征先は部長とマネージャー
で決めていた。期間は夏が10日間、春は⚑週間。期間中は禁酒禁煙であ
ったが、当時、兵役帰りや一旦社会に出ていた者もいたから、禁煙をめ
ぐっては、騒動もあったらしい。
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学
生
便
覧
の
頃

机
に
封
筒
が
置
か
れ
て
い
た
。
神
奈
川
県

藤
沢
市
の
住
所
で
あ
る
。

市
川
弘
氏
（
Ｓ
34
教
大
芸
）
か
ら
の
も
の

で
、
学
生
便
覧
と
徽
章
が
同
封
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
30
年
、
こ
の
年
、
保
守
・
革
新
が
そ

れ
ぞ
れ
、
自
由
民
主
党
と
日
本
社
会
党
と
し

て
大
同
団
結
し
、
55
年
体
制
が
確
立
し
た
。

第
一
回
春
闘
と
と
も
に
神
武
景
気
が
始
ま

り
、
一
円
硬
貨
や
五
〇
円
硬
貨
が
発
行
さ
れ

た
。
電
気
釜
や
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
…
家

電
時
代
の
到
来
を
予
感
さ
せ
る
製
品
も
誕
生

し
た
。

市
川
氏
は
開
通
し
た
ば
か
り
の
丸
ノ
内
線

茗
荷
谷
駅
を
通
学
に
利
用
で
き
た
。





篠
田
氏
は
杉
本
教
授
の
運
動
生
理
学
研
究

室
に
所
属
し
て
い
た
。
写
真
は
昭
和
30
年
暮

れ
の
忘
年
会
で
あ
る
。

杉
本
教
授
（
中
央
眼
鏡
の
人
）
と
共
に
写

っ
て
い
る
阿
久
津
助
手
（
左
隣
）
は
東
教
大

一
期
生
で
あ
っ
た
。
篠
田
氏
は
後
列
左
か
ら

⚓
人
目
。
中
央
の
女
性
は
西
谷
明
子
さ
ん
で
、

一
学
年
下
で
あ
る
。
平
成
15
年
ま
で
、
中
央

大
学
保
健
体
育
研
究
所
の
所
長
だ
っ
た
。

西
谷
さ
ん
の
学
年
に
は
、
体
育
学
部
に
女

子
学
生
が
⚙
名
い
た
。
千
葉
館
山
の
水
泳
実

習
風
景
に
も
10
人
ほ
ど
女
子
の
姿
あ
る
。
篠

田
氏
の
学
年
に
は
、
体
育
学
科
と
健
康
学
科

が
各
々
⚓
名
の
女
子
学
生
が
い
た
。
梶
ヶ
谷

多
美
枝
さ
ん
の
入
学
か
ら
、
⚕
年
程
後
の
こ

と
で
あ
る
。

学
生
便
覧
の
目
次
は
、⽛
一
沿
革
及
び
位

置
⽜
に
始
ま
り
、
学
則
、
履
修
方
法
と
続
き
、

⽛
十
三
教
育
職
員
免
許
状
取
得
に
つ
い
て
⽜

で
終
わ
る
。

目
次
の
裏
に⽛
昭
和
三
十
年
度
行
事
予
定
⽜

が
あ
る
。
授
業
は
前
期
(⚔
／

14
～
10
／

⚙
)と

後
期
(10
／

17
～
⚒
／

22
)の
二
期
制
で
、
夏

季
・
冬
季
休
業
(⚗
／

⚑
～
⚙
／

⚓
、
12
／

19
～

⚑
／

⚗
）、
そ
れ
に
年
度
末
休
業
(⚒
／

23
～

⚔
／

13
)を
併
せ
る
と
100
日
以
上
の
休
業
で
あ

る
。
時
程
は
、
⚘
時
30
分
に
始
ま
り
16
時
40

分
に
終
わ
る
。
一
時
限
50
分
の
⚘
時
限
授
業

と
な
っ
て
い
る
。

学
生
定
員
（
第
46
条
）⽛
入
学
収
容
定
員
は
、

八
百
九
十
五
名
と
し
⽜、
学
部
別
内
訳
が
以

下
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。

文
学
部
(哲
・
史
・
文
・
社
)220
名
、
教
育

学
部
(教
育
・
心
理
・
特
殊
教
育
・
芸
術
)120

名
、
理
学
部
(数
・
物
・
化
・
生
・
地
)200
名
、

農
学
部
(農
・
農
化
・
農
工
・
林
・
農
経
・
総

農
)190
名
、
体
育
学
部
(体
育
・
健
康
)165
名
と


あ
っ
た
。
各
学
科
の
定
員
は
30
～
50
名
だ
が
、

特
殊
教
育
学
科
と
農
業
工
学
科
は
20
名
と
最

少
、
体
育
学
科
が
110
名
と
最
多
で
、
文
学
科

100
名
が
そ
れ
に
続
く
。

入
学
料
（
第
48
条
）
は
、
四
百
円
、
授
業

料
（
第
47
条
）
は
六
千
円
。
当
時
の
私
学
の

授
業
料
は
⚒
万
円
台
、
入
学
金
は
数
千
円
で

あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
寄
宿
料
（
第
48
条
の

⚒
）
は
、⽛
年
額
千
二
百
円
⽜
と
あ
っ
た
。

左
は
、
履
修
（
第
21
条
）
一
般
教
育
科
目

（
各
学
部
共
通
）
の
部
分
で
あ
る
。
市
川
氏
の

書
き
込
み
が
残
っ
て
い
る
。入
学
式（
⚔
／

11
）

の
翌
日
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
履
修

説
明
は
そ
の
中
で
行
わ
れ
た
。
別
頁
に
市
川

氏
に
よ
る
単
位
計
算
の
跡
が
あ
る
。⽛
単
位
⽜

と
い
う
言
辞
に
戸
惑
う
新
入
生
も
多
か
っ
た

と
思
う
。
そ
の
後
、
慌
た
だ
し
く
授
業
開
始

（
⚔
／

14
）
と
な
る
が
、
仮
履
修
登
録
の
期
間

は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

＊
叙
述
に
あ
た
り
ご
登
場
頂
い
た
方
々
を
敬
称
略
と

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
部
分
が
あ
り
ま
す
。
ご
容
赦
く

だ
さ
い
。

戦
後
10
年
の
春
、
手
交
さ
れ
た
学
校
便
覧
は
、
手
帳

サ
イ
ズ
で
厚
み
は
あ
る
も
の
の
、
紙
質
は
悪
く
手
に

す
る
と
軽
く
感
じ
た
。
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れ
た
。

⽛
追
悼
の
つ
ど
い
⽜
一
週
間
前
の
水
曜
日

の
午
後
、
中
村
民
雄
氏
（
Ｓ
48
武
道
）
が
茗

渓
会
事
務
局
に
訪
ね
て
こ
ら
れ
た
。
封
筒
を

抱
え
て
い
た
。⽛
村
嶋
君
の
記
事
を
見
ま
し

て
ね
、創
基
150
年
記
念
に
お
役
に
立
て
れ
ば
⽜

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
封
筒
を
差
し
出
さ
れ
た
。

中
に
は
、
東
京
教
育
大
学
閉
学
式
次
第
、
体

育
学
部
の
閉
学
部
記
念
誌
と
記
念
の
文
鎮
が

あ
っ
た
。
閉
学
式
次
第
に
は
校
歌
と
と
も
に

⽝
学
生
歌
⽞
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

中
村
氏
は
、
村
嶋
恒
徳
氏
の
剣
道
部
の
先

輩
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
誌
上
で
輪
が
広

が
る
。
ま
た
、
ご
提
供
い
た
だ
い
た
資
料
に

よ
っ
て
、
例
え
ば
⽝
学
生
歌
⽞
の
作
詞
者
の

ご
遺
族
と
も
ど
も
、
そ
の
縁
に
思
い
を
馳
せ

る
。
茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業
の
真
骨
頂
と

も
思
う
。



学
生
歌
の
頃

た
だ
い
ま
お
聞
き
い
た
だ
い
た⽝
学
生
歌
⽞

は
、
故
木
下
義
啓
先
輩
が
作
詞
さ
れ
ま
し
た
。

本
日
、
奥
様
と
お
嬢
様
に
、
ご
列
席
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
音
源
を
探
し
ま
し
た
が
見

当
た
ら
ず
、
茗
渓
会
事
務
局
の
室
岡
和
彦
所

長
（
Ｓ
46
教
大
数
）
が
バ
イ
オ
リ
ン
、
大
根

田
裕
局
長
代
理
（
Ｓ
53
筑
大
数
）
が
歌
唱
を

披
露
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
木
下
先
輩

が
⽝
学
生
歌
⽞
を
作
詞
し
た
経
緯
が
、
東
京

教
育
大
学
新
聞
会
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
部
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

教
育
大
に
も
新
し
い
校
歌
の
よ
う
な
も
の

を
作
ろ
う
と
い
う
気
運
の
な
か
で
、
新
聞
会

内
に
設
け
ら
れ
た
学
生
歌
作
成
委
員
会
が
、

⚑
⚙
⚕
⚕
年
⚓
月
、
学
内
か
ら
の
公
募
に
よ

っ
て
選
考
・
制
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
歌
詞

は
応
募
28
編
の
な
か
か
ら
、
国
文
⚒
年
松
淵

君
と
農
学
⚒
年
木
下
君
の
⚒
編
が
佳
作
上
位

に
選
出
さ
れ
た
。
歌
詞
決
定
に
よ
り
曲
も
公

募
が
行
わ
れ
、
健
康
⚒
年
伊
藤
君
と
地
理
⚓

年
原
君
の
も
の
が
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

自
治
会
主
催
の
新
入
生
歓
迎
会
で
は
ハ
ト
の

会
コ
ー
ラ
ス
（
教
育
大
・
お
茶
大
の
合
同
サ

ー
ク
ル
、
現
在
の
芸
能
山
城
組
の
源
流
）
の

合
唱
で
毎
年
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

な
お
、⽝
学
生
歌
⽞
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お

手
元
に
ご
ざ
い
ま
す
よ
う
に
、⽛
東
京
教
育

大
学
閉
学
式
典
⽜
の
栞
に
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

昨
年
11
月
に
挙
式
さ
れ
た
⽛
追
悼
の
つ
ど

い
⽜懇
談
会
冒
頭
の
光
景
で
あ
る
。⽝
学
生
歌
⽞

は
、
市
川
氏
が
入
学
し
た
昭
和
30
年
に
作
ら

この度、会員の皆様の⽛茗渓創基150年記念事業⽜への参加の一つのあり方として、皆様から茗渓
の流れに係る⽛思い出の品々⽜を寄贈していただく企画を実施しています。

⚑．ご寄贈いただく⽛思い出の品々⽜について
•⽛思い出の品々⽜につきましては、その内容の指定や限定はございません。
•ご提供頂く場合、品々に⽛簡単な説明⽜等を添えていただければ幸いです。

⚒．募集期間
•茗渓創基150年事業の終わりまで（2023年度）とさせていただきます。

⚓．送り先
•画像ファイルの場合は、メールにて（peer@meikeiõorõjp）までお送りください。
•アルバムなど思い出の品々につきましては、大塚事務所までご送付ください。

⚔．ご寄贈いただいた⽛思い出の品々⽜の活用
•ご提供いただいたご寄贈の品々につきましては、⽝茗渓⽞Peer Gardenの中で、紹介させていた
だきます。また、その一部は、⽝茗渓創基150年記念誌⽞（仮称）の資料として活用させていた
だく場合もございます。

•その他の寄贈につきましては、茗渓会活動の中で広く活用させていただきます。

思い出の品々の寄贈(お願い) 茗渓創基150年記念事業
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⽝
地
方
創
生
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
×
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
⽞

市
場
規
模
か
ら
見
た
実
践
戦
略
で
甦
る
地
方
自
治
体
と
日
本

著

者
：
赤
川
彰
彦
（
08
筑
修
企
）

本
の
大
き
さ
：
Ａ
⚕
判

全
頁
⚓
⚘
⚔
頁

発

行

所
：
学
陽
書
房

発
行
年
月
日
：
⚒
⚐
⚒
⚐
年
10
月
10
日

第
⚑
編

戦
略
的
地
方
創
生
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

第
⚑
章

環
境
･観
光
･健
康
産
業
に
よ
る
戦
略
的
地
方
創
生

第
⚒
章

環
境
産
業
の
現
状
と
市
場
規
模

第
⚓
章

観
光
産
業
の
現
状
と
市
場
規
模

第
⚔
章

健
康
産
業
の
現
状
と
市
場
規
模

第
⚕
章

地
方
創
生
の
た
め
の
事
業
と
産
業

第
⚖
章

戦
略
的
地
方
創
生
の
先
導
的
都
市
事
例

第
⚒
編

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資

第
⚗
章

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

第
⚘
章

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資

第
⚙
章

Ｓ
Ｂ
Ｔ
、
Ｒ
Ｅ
100
、
Ｅ
Ｐ
100
お
よ
び
Ｅ
Ｖ
100

（
目
次
よ
り
)

著 書 紹 介


⽝
緑
⽞

柳
は
緑
花
は
紅
、
全
て
の
出
会
い
は
宝
物

著

者
：
柳

久
美
子
（
50
年
教
大
体
）

本
の
大
き
さ
：
四
六
判

全
⚒
⚕
⚖
頁

発

行

所
：
学
事
出
版

発
行
年
月
日
：
⚒
⚐
⚒
⚑
年
⚗
月
21
日

原
稿
を
書
き
な
が
ら
⽛
人
生
万
事
塞
翁
が
馬
⽜
だ
と
つ
く

づ
く
思
っ
た
。
何
か
一
つ
で
も
違
っ
て
い
た
ら
、
今
、
私
は

こ
う
い
う
立
場
で
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
小
学
校
、
中

高
、
大
学
、
そ
し
て
職
場
と
な
っ
た
都
立
高
校
で
、
出
会
っ

た
先
生
方
や
関
係
者
の
皆
様
、
経
験
し
た
こ
と
、
そ
の
全
て

が
今
に
繋
が
っ
て
い
る
。
子
ど
も
の
頃
の
父
親
の
転
勤
、
私

た
ち
家
族
の
転
居
ま
で
も
が
、
今
の
自
分
の
⽛
必
然
だ
っ
た
⽜

と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
思
う
と
、
人
と
の
縁
は

本
当
に
不
思
議
だ
と
思
う
。

（⽛
は
じ
め
に
⽜
よ
り
)

⽝
長
寿
の
か
な
た
に
向
か
っ
て
⽞

生
物
学
者
の
脳
梗
塞

著

者
：
澁
谷
達
明
（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）

本
の
大
き
さ
：
四
六
判

全
⚒
⚕
⚓
頁

発

行

所
：
(一
社
)香
り
の
健
康
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

発
行
年
月
日
：
⚒
⚐
⚒
⚒
年
⚑
月
15
日

最
近
男
女
と
も
に
日
本
人
の
寿
命
が
の
び
て
き
た
。
し
か

し
い
く
ら
健
康
的
な
生
活
を
し
て
い
て
も
年
齢
を
重
ね
る
に

つ
れ
て
い
ろ
い
ろ
な
病
気
に
見
舞
わ
れ
る
。
さ
ら
に
ヒ
ト
に

は
寿
命
と
言
う
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
誰
も
の
が
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
私
は
80
歳
後
半
ま
で
は
健
康
で
仕
事
の
上
で

も
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
た
。
し
か
し
87
歳
の
初
夏
に
脳
梗
塞

を
突
然
発
症
し
た
。
脳
梗
塞
は
そ
れ
ま
で
の
生
活
習
慣
に
も

影
響
さ
れ
る
と
も
言
わ
れ
る
。
そ
し
て
脳
梗
塞
の
患
者
の
症

状
は
個
人
個
人
に
よ
っ
て
全
く
異
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
そ
れ
は
学
術
的
に
も
未
解
決
の
要
素
が
多

い
脳
の
病
気
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
体
験
と
そ
の
重
要
性
を
初
め
と
し
て
、
私
が
経
験
し
た
回

復
ま
で
の
過
程
や
メ
ン
タ
ル
的
な
も
の
も
加
え
て
分
か
り
易

く
解
説
し
た
。
私
は
臨
床
の
医
師
で
は
な
い
が
、
少
し
で
も

高
齢
者
の
皆
様
の
お
役
に
た
て
れ
ば
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

（
著
者
記
)
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第
1
部
⽛
総
会
⽜

髙
橋
基
之
会
長
（
自
然
学
類
78
卒
）
の
開

会
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。
来
賓
挨
拶
は
筑

波
大
学
永
田
恭
介
学
長
、
指
定
国
立
大
学
法

人
に
な
っ
た
こ
と
や
柳
沢
正
史
教
授
が
睡
眠

障
害
の
治
療
薬
へ
の
貢
献
で
ブ
レ
ー
ク
ス
ル

ー
賞
を
共
同
受
賞
さ
れ
た
こ
と
等
、
大
学
の

紹
介
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
の
議
事
進
行
は
髙
橋
会
長
が
務
め
ま

し
た
。
第
一
号
議
案
（
令
和
⚓
年
度
活
動
報

告
・
決
算
報
告
）、
第
二
号
議
案
（
令
和
⚔
年

度
活
動
計
画
・
予
算
案
）、
第
三
号
議
案
（
令

和
⚔
・
⚕
年
度
役
員
・
幹
事
等
）
に
つ
い
て

は
、
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
2
部
⽛
話
題
提
供
⽜

総
合
テ
ー
マ
は
⽛
人
を
育
て
る
伝
統
⽜
で

し
た
。⽛
茗
渓
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

語
る
⽜
と
い
う
サ
ブ
テ
ー
マ
の
も
と
、
筑
波

大
学
特
命
教
授
真
田
久
様
（
体
育
研
究
科

81
修
）、
東
京
都
立
八
王
子
東
高
等
学
校
統

括
校
長
宮
本
久
也
様
（
人
文
学
群
80
卒
）、

イ
ー
デ
ィ
ー
エ
ル
株
式
会
社
代
表
取
締
役

平
塚
知
真
子
様
（
教
育
研
究
科
07
修
）
か
ら

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
話
題
を
提
供
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
次
に
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

【
話
題
提
供
⚑
】
真
田
久
様

真
田
様
は
、
筑
波
大
学
で
教
鞭
を

と
ら
れ
る
傍
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
⽝
い
だ
て
ん
⽞
の
ス
ポ
ー
ツ
史
考

証
担
当
や
東
京
⚒
⚐
⚒
⚐
五
輪
の
組

織
委
員
会
参
与
と
し
て
も
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。

演
題
は
⽛
い
ま
、
再
び
加
納
治
五

郎
へ
⽜。
彼
の
教
育
論
と
と
も
に
教

育
界
に
与
え
た
影
響
を
、
時
代
背
景

と
と
も
に
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
等
師
範
学
校
の
校
長
時
代
に
は
、

師
範
教
育
の
み
な
ら
ず
、
中
等
教
育
、

女
子
教
育
に
も
精
力
を
注
ぎ
、
特
別

支
援
教
育
の
推
進
も
積
極
的
だ
っ
た

と
の
こ
と
。
我
が
国
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
彼
な
く
し
て
は
語
れ
ま
せ
ん
が
、

加
え
て
当
時
か
ら
留
学
生
の
受
け
入

れ
、
平
和
外
交
な
ど
に
も
注
力
さ
れ
、

世
界
的
に
活
躍
さ
れ
た
先
生
で
し
た
。

⽛
精
力
善
用
・
自
他
共
栄
⽜
は
あ
ま
り
に
も

有
名
な
言
葉
で
す
が
、
こ
の
言
葉
が
世
に
出

た
の
が
ち
ょ
う
ど
百
年
前
の
⚑
⚙
⚒
⚒
年
だ

そ
う
で
す
。
先
生
が
育
て
た
後
継
者
も
数
多

く
紹
介
さ
れ
、
こ
の
言
葉
が
茗
渓
人
の
精
神

性
を
支
え
て
い
る
の
だ
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

導
入
で
、
茗
渓
創
基
150
年
の
歴
史
の
源
流

が
江
戸
時
代
の
昌
平
坂
学
問
所
に
あ
る
こ
と

も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
人
を
育
て
る
伝
統
は
、

そ
こ
か
ら
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
と
歴
史
を
感

じ
ま
し
た
。

【
話
題
提
供
⚒
】
宮
本
久
也
様

宮
本
様
は
、
日
本
史
の
教
員
と
し
て
都
立

高
校
で
教
壇
に
立
ち
、
そ
の
後
は
東
京
都
教

育
委
員
会
指
導
主
事
を
経
て
、
都
立
高
校
で

校
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

⽛
こ
れ
か
ら
の
教
育
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
⽜

と
い
う
演
題
で
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

状
況
が
大
き
く
変

化
し
て
い
る
中
で
、

今
後
の
教
育
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
と

い
う
視
点
で
の
話

で
し
た
。

教
育
格
差
が
拡

大
し
、
生
徒
の
状

況
が
二
極
化
し
て

い
る
現
在
、
学
力

の
捉
え
方
も
学
び

方
も
変
化
し
て
お

り
、
学
校
も
変
わ

っ
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
ま

た
、
学
校
と
い
う

環
境
の
中
だ
け
で

教
育
を
語
る
時
代

で
は
な
く
な
っ
た

と
も
。
だ
か
ら
学
校
は
、
学
校
で
し
か
で
き

な
い
こ
と
を
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
と
強
調

さ
れ
ま
し
た
。

教
育
の
最
終
の
目
的
は
、
自
立
し
た
生
徒

を
育
て
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
教
師
が
自

立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
師
自
身
が

⽛
色
々
な
こ
と
に
興
味
や
関
心
を
持
つ
⽜⽛
自

ら
動
い
て
必
要
な
も
の
を
手
に
入
れ
る
⽜⽛
多

く
の
人
と
つ
な
が
る
⽜⽛
自
分
の
拠
り
所
を

作
る
⽜⽛
人
生
を
楽
し
む
⽜
こ
と
が
大
事
で
、

学
校
の
外
に
出
て
様
々
な
経
験
を
す
る
必
要

性
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
次
代
を
支
え
る
人
材

育
成
は
日
本
が
埋
没
し
な
い
鍵
だ
と
思
い
ま

し
た
。

【
話
題
提
供
⚓
】
平
塚
知
真
子
様

平
塚
様
は
、
就
職
、
専
業
主
婦
、
子
育
て

支
援
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
の
活
動
を
経
て
、
情
報
学

研
究
所
新
井
紀
子
研
究
室
で
研
究
支
援
員
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
⽛
社
会
に
役
立

つ
企
業
を
作
ら
ね
ば
⽜
と
決
意
し
起
業
、
筑

波
大
学
大
学
院
に
進
学
さ
れ
た
と
い
う
稀
な

経
歴
の
持
ち
主
で
す
。
現
在
は
Google認
定

ト
レ
ー
ナ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。

演
題
は
⽛
Googleの
ア
プ
リ
で
始
め
る
ス

モ
ー
ル
D
X
⽜。
70
種
類
以
上
も
あ
る
様
々
な

Googleア
プ
リ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、⽛
や

り
た
い
こ
と
が
短
時
間
で
簡
単
に
で
き
る
⽜

⽛
ど
こ
に
い
て
も
資
料
が
共
有
で
き
る
⽜
等
、

具
体
例
を
示
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
⽛
デ
ジ
タ
ル
は
⚒
割
、
す
べ
て
を
デ
ジ
タ

ル
化
す
る
必
要
は
な
い
⽜
と
の
こ
と
。⽛
新
し

い
時
代
に
必
要
な
新
し
い
学
び
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
）
を
リ
デ
ザ
イ
ン
し
、
最
短
最
速
で
習
得

で
き
る
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
を
開
発
し
、
全
国

に
届
け
た
い
⽜
と
い
う
の
が
目
標
だ
そ
う
で

す
。学

校
で
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
が
進

み
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
一

方
で
、
日
本
の
社
会
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん

で
い
な
い
。
子
ど
も
た
ち
が
社
会
に
出
た
と

き
に
社
会
が
追
い
付
い
て
い
な
い
状
況
で
は

意
味
が
な
い
と
、
商
工
会
等
に
も
⽛
ス
モ
ー

ル
Ｄ
Ｘ
⽜
を
働
き
か
け
て
い
ま
す
。
そ
の
危

機
感
が
妙
に
納
得
で
き
ま
し
た
。

第
3
部
⽛
意
見
交
換
会
⽜

第
⚒
部
の
話
題
提
供
を
受
け
、
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
者
も
含
め
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
話
題
に
対
し
て
の
質
問

も
あ
り
、
そ
の
場
で
回
答
を
い
た
だ
く
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

最
後
は
、
全
員
で
⽛
桐
の
葉
⽜
を
歌
っ
て

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
⚓
人
の
話
題
提
供
者

が
最
後
ま
で
残
っ
て
く
だ
さ
っ
て
、
会
場
は

閉
会
ま
で
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。。

（
文
責
・
東
京
茗
渓
会
副
会
長

柳
久
美
子
50
教
大
体
)

茗渓・東西南北

東
京
茗
渓
会

第
10
回
総
会
･話
題
提
供
･意
見
交
換
会

東
京
茗
渓
会
は
10
年
目
の
節
目
を
迎
え
ま

し
た
。
11
月
27
日
(日
)に
第
10
回
総
会
・
話
題

提
供
・
意
見
交
換
会
を
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
の
参
加
は
、
来
場
者
が
（
来
賓
、
話
題

提
供
者
を
含
め
）
33
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者

が
34
名
、
合
計
67
名
で
し
た
。
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令
和
4
年
度

大
阪
茗
渓
会
総
会

令
和
⚔
年
11
月
⚕
日
(土
)に
大
阪
市
の
道

頓
堀
ホ
テ
ル
に
て
大
阪
茗
渓
会
の
総
会
、
講

演
会
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
の
影
響
を
受
け
、
中
止
が
続
き
、
実
に
⚓

年
ぶ
り
の
対
面
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
本
総
会
は
、

数
年
前
よ
り
大
阪
茗

友
会
と
の
共
同
で
開

催
を
し
て
お
り
ま
す
。

大
阪
茗
友
会
と
は
、

東
京
高
等
師
範
学
校
、

東
京
文
理
科
大
学
、

東
京
体
育
専
門
学
校
、

東
京
教
育
大
学
、
筑

波
大
学
に
お
い
て
保

健
体
育
を
専
攻
し
た

者
に
よ
る
組
織
で
あ

り
ま
す
。

寺
脇
久
人
顧
問

（
54
筑
体
)の
開
会
の

言
葉
、
松
本
秀
範
会

長
(53
修
林
)の
挨
拶

（
写
真
⚑
）
に
続
き
、

茗
渓
会
本
部
よ
り
来

賓
と
し
て
お
越
し
い

た
だ
い
た
廣
田
則
夫
理
事
(53
筑
一
社
会
)よ

り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
廣
田
理
事

か
ら
は
、
本
部
の
動
向
や
⽛
茗
渓
会
館
⽜
の

活
用
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

奈
良
茗
渓
会
よ
り
ご
出
席
い
た
だ
い
た
吉
岡

寛
人
様
(平
10
筑
体
)か
ら
も
、
東
京
で
の
仕

事
等
の
拠
点
と
し
て
茗
渓
会
館
を
ご
使
用
に

な
ら
れ
て
い
る
様
子
な
ど
を
ご
報
告
い
た
だ

き
ま
し
た
。
上
京
し
た
際
は
ぜ
ひ
活
用
し
た

い
も
の
で
す
。

総
会
は
、
松
本
会
長
を
議
長
と
し
て
、
事

業
報
告
、
事
業
計
画
、
会
計
報
告
と
、
円
滑

に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
役
員
人

事
で
は
、
メ
ン
バ
ー
が
大
き
く
刷
新
さ
れ
、

大
阪
茗
渓
会
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま

し
た
。
松
本
秀
範
会
長
、
南
貴
夫
副
会
長
(43

体
)岡
村
多
加
志

理
事
長
(55
筑
一

自
)の
三
名
が
顧

問
に
就
任
さ
れ
、

新
た
に
戸
井
田
克

己
幹
事
長
(59
筑

二
比
）
が
会
長
に
、

中
藪
久
実
子
理
事

(59
筑
芸
)が
副
会

長
に
、
近
藤
潤
幹

事
(61
筑
修
体
)が

理
事
長
に
、
そ
し

て
北
邨
淳
副
幹
事

長
(Ｈ
19
筑
体
)が

幹
事
長
に
就
任
し

ま
し
た
。
戸
井
田

新
会
長
か
ら
は
新

た
な
大
阪
茗
渓
会

の
船
出
に
つ
い
て

力
強
く
決
意
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

総
会
後
、⽛
登
記
制
度
の
歴
史
と
今
日
的

課
題
⽜
と
い
う
演
題
で
、
香
山
恭
慶
様
(大
阪

司
法
書
士
会
会
長
・
57
筑
一
社
)よ
り
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
香
山
様
は
、
Ｍ
Ｋ
Ｓ

(茗
渓
関
西
・
教
育
研
究
・
産
業
人
会
議
)の

会
長
で
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
回
の
総

会
は
、
Ｍ
Ｋ
Ｓ
と
の
共
同
開
催
は
叶
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
後
は
、
教
職
関
係
の
み
な

ら
ず
、
様
々
な
業
種
間
で
の
交
流
が
で
き
る

こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

香
山
様
か
ら
は
、
登
記
制
度
の
歴
史
を
、

貴
重
な
資
料
と
と
も
に
解
説
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
現
在
の
登
記
を
め
ぐ
る
課
題
や

相
続
に
関
わ
る

問
題
等
、
私
た

ち
の
生
活
に
関

わ
る
非
常
に
興

味
深
い
内
容
で

あ
っ
た
た
め
、

講
演
で
の
質
疑

応
答
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
後
の

懇
親
会
で
も
話

題
は
尽
き
ぬ
様

子
で
あ
り
ま
し

た
。講

演
会
後
の

懇
親
会
で
は
、

久
々
の
対
面
開

催
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
大

い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
中

藪
新
副
会
長
の
素
晴
ら
し
い
司
会
の
下
、
あ

た
た
か
い
時
間
を
会
員
の
皆
様
と
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
染
に
留
意
し
な
が

ら
の
懇
親
会
で
あ
っ
た
た
め
、
コ
ロ
ナ
前
と

同
じ
よ
う
に
は
で
き
な
い
部
分
も
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
顔
を
合
わ
せ
て
語
り
合
え

る
場
は
、
何
物
に
も
代
え
が
た
い
時
間
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
様
か
ら

は
⽛
や
は
り
、
対
面
で
の
開
催
が
良
い
で
す

ね
⽜
と
い
っ
た
お
言
葉
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
ご
出
席
い
た
だ
い
た
皆
様
全

員
か
ら
、
近
況
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
、
終

始
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
懇
親
会
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
の
最
後
は
、
宣
揚
歌
⽛
桐
の
葉
⽜
で
す
。

近
藤
新
理
事
長
の
音
頭
で
⚑
番
と
⚒
番
が
歌

わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
記
念
撮
影

に
移
り（
写
真
⚒
）、

散
会
と
な
り
ま
し

た
。⚑

日
を
通
し
て
、

感
染
対
策
に
ご
配

慮
い
た
だ
い
た
道

頓
堀
ホ
テ
ル
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

本
総
会
へ
の
出

席
者
は
、
19
名
で

し
た
（
内
⚑
名
は

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
参

加
）。
出
席
者
の

人
数
は
、
例
年
と

比
べ
る
と
少
な
く
、

ま
た
、
参
加
者
は

や
や
減
少
傾
向
に

あ
る
現
状
で
す
が
、
今
後
も
Ｍ
Ｋ
Ｓ
と
も
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
大
阪
茗
渓
会
の
活
動
を

盛
り
上
げ
、
運
営
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
遠
方
よ
り
お
越
し

い
た
だ
い
た
廣
田
理
事
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
一
日

も
早
い
終
息
と
、
茗
渓
会
会
員
皆
様
の
健
康

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
北
邨
淳
記
)

写真⚑ 挨拶する松本会長

写真⚒ 集合写真撮影の様子
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桐の葉のつどい 同期入学､または同好のみなさんの集まりを紹介したものです｡

⿆東京教育大学体育学部昭和47年入学生⽛第⚔回同窓会⽜
と き 令和⚔年10月⚘日
ところ びわ湖大津プリンスホテル⽛伊吹⽜
コロナ禍で開催が⚑年遅れていた⽛第⚔回同窓会⽜を、日本一の湖⽛琵琶湖⽜畔で開催しました。今年は我々が出会って50周年の記念の年
で、体育学科25名、武道学科⚙名、健康教育学科⚘名、合計40名が参集し、当時の思い出話し、楽しい年金生活話し、親の介護話しなどで盛
り上がり、前回に続き、一次会⚓時間、二次会⚒時間のロングラン⽛同窓会⽜となりました。次回は⚓年後を目途に、東京近隣での再会を約
束し⽛お開き⽜となりました。 （実行委員長 北 克則)

⽛桐の葉のつどい⽜の掲載について
以下の要領で写真と原稿をお寄せください。

（写真） フィルムカメラ、デジタルカメラのいずれで撮影したものでも結構です。紙焼きでも、
デジタルカメラの場合はデータをメールでお寄せいただいても結構です。

（文章） グループの名称、お集まりになった⽛とき⽜⽛ところ⽜を別項にして、必ずお書き下さい。
会の模様を紹介する文章は31文字×⚕行以内でお願い致します。

⿆第53回明治神宮野球大会出場決定戦（筑波大学 VS 創価大学観戦報告）
と き 令和⚔年11月⚗日
ところ 神宮球場
野球部員が応援席で並んで70人ほど立っている前にスックと立って、⚓枚の横断幕を拡げてかざしました。⚔年前を知っている専攻科の学
生とも会いました。試合は宿敵創価大学に負けてしまい、勝ち進んでいれば11/⚘･⚙･ 10と11/18神宮大会をも声援するつもりでしたが、
11/⚗午後だけでお別れでした。今回の応援はチアガール15人、学ラン姿の女子部員⚒人と華がありました。 （野中 祥敬：39教大農工)

(筑波大応援部WINS提供)
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追 悼 録 (敬称略) 逝去会員氏名・卒年科・地域・
逝去年月日・続き柄・遺族氏名



醍醐 敏郎 22体 東京 R3.10.10 妻 醍醐 静子

山田 清實 22農教 岡山 R4.10.18 長男 山田 憲治

飯田 宣雄 22農教 神奈川 H24. 3.20 三女 飯田 秀枝

山岸 高旺 22理三 神奈川 R4. 6.25 長男 山岸 明彦

安齋 泰見 23体 福島 R4. 9. 3 次男 安齋 彰夫

田中 信一 23農教 福井 R4.10.22 長男 田中 雅信

古藤 怜 24大教 新潟 R4. 9.12 長男 古藤 卓

長坂 晃 24大国史 静岡 R4. 2. 9 長女 杉浦 珠美

大場 恒一 24文四 宮城 R3.11.16 長女 佐藤 友子

小鹿野友平 25体 埼玉 R4. 8.12 長男 小鹿野孝之

井出耕一郎 25大化 東京 R4. 9.19 長男 井出 敏樹

星野 篤 25農教 福島 R4. 7.29 妻 星野サタ子

徳重 久雄 25文三 東京 R3.12.14 妻 徳重久美子

清 忠一 25理二 静岡 R4. 2. 2 妻 清 由美子

澤田 賢昭 27体 神奈川 R3. 9. 6 妻 澤田 京子

鈴木 誠司 27体専 静岡 R4. 8.21 妻 鈴木はるみ

山本恒太郎 27大地 東京 R4. 9.25 妻 山本 恒子

井上 英雄 27農教 埼玉 R4. 8.29 妻 井上 郁子

櫻庭 一郎 28教大英 東京 H30. 8.15 妻 櫻庭 武子

稲田 順一 28教大物 神奈川 R4. 8.28 長男 稲田 明弘

池川 敏幸 29教大工芸 香川 R4.10. 1 長男 池川 直樹

角谷 文昭 30教大教 埼玉 R4. 6.18 妻 角谷 幸子

豊田 治視 30教大健 香川 R4. 4.30 長男 豊田 耕治

森田 啓吾 30教大心 兵庫 R3.11. 2 妻 森田 絹子

直江 勇 31教大健 福島 H31. 3.30 妻 直江 潤子

大島 雅夫 31教大地 千葉 R4.10.18 長男 大島 健彦

大野 昌彦 31教大日史 東京 R4. 8. 3 次女 大野麻奈子

大和田貞夫 32教大英 茨城 R4. 7.27 妻 大和田洋子

森 団 32教大経 岡山 R4. 6.21 次女 岡本加栄子

島田 四郎 32教大健 兵庫 R4. 2. 3 妻 島田美智子

保阪 俊男 32教大健 山梨 R3. 2.22 娘 林 浩子

川崎 光男 32教大農工 神奈川 R4.11.22 妻 川崎 君枝

日野 嘉輝 33教大健 北海道 R3.12.15 妻 日野 京子

古谷 嘉邦 33教大健 神奈川 R3.10.31 長男 古谷 和久

進藤 隆博 34教大地 神奈川 R3. 6.10 長男 進藤 隆秀

平木 克佑 35教大国 鳥取 R4. 5. 5 妻 平木 松代

細野 英夫 35教大総農 東京 R4. 1.11 妻 細野 静子

岡野 照 35教大経 千葉 R4.10.17 長女 岡野美和子

屋井 征雄 36教大法政 東京 R4. 4. 4 妻 屋井由起子

髙田 和夫 37教大植 茨城 R4. 9. 2 長男 髙田 知己

藤原 功達 37院修教 神奈川 R3. 3.16 妻 藤原 恭子

岩本 玲子 38教大体 静岡 R4. 5.16 長男 岩本 知大

結城 勝夫 38教大体 福島 R4. 4.22 妻 結城ツネ子

樋口 禎一 38院博教 神奈川 R4. 3.15 妻 樋口 由枝

野口 鐵郎 39院博東史 東京 R4.10.23 孫 野口梓太郎

蛭田 政弘 42教大哲 茨城 R4. 7.29 妻 蛭田かほり

井尾 州宏 50教大体 愛知 R4. 5.14 妻 井尾 詩絵

根岸 甫 23筑修教 埼玉 R4. 7.22 妻 根岸 知子

◇
公
開
講
座
延
期
の
お
知
ら
せ

令
和
⚔
年
11
月
17
日
(土
)に
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
公
開
講
座
は
、
諸
般
の
事

情
に
よ
り
以
下
の
よ
う
に
延
期
に
な
り
ま

し
た
。

⽛
教
育
に
お
け
る
茗
渓
の
伝
承
と
創
造
⽜

江
田
昌
佑
先
生

年
月
日
：
令
和
⚕
年
⚒
月
25
日
(土
)

時

間
：
14
時
～
16
時

場

所
：
茗
渓
会
館
⚔
Ｆ

基
調
講
演
の
後
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
意

見
交
換
会
あ
り
。
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応

◇
第
37
回
教
職
研
修
会

年
月
日
：
令
和
⚕
年

⚒
月
17
日
(金
)

開
講
式

講
義
（
各
種
演
習
解
説
）

演
習
(論
作
文
･個
人
面
接
･

集
団
面
接
･討
論
）

⚒
月
18
日
(土
)

受
験
体
験
談

講
義
（
論
作
文
講
評
）

演
習
（
論
作
文
修
正
）

講
義
（
模
擬
授
業
解
説
）

質
疑
応
答

会

場
：
筑
波
大
学
体
芸
棟
⚔
Ｆ

対

象
：
筑
波
大
学
の
学
群
生

及
び
大
学
院
生

申

込
：
令
和
⚕
年
⚑
月
31
日
(火
)

問
合
せ
：
茗
渓
会
筑
波
事
務
所

電
話
⚐
⚒
⚙
-⚘
⚕
⚐
-⚑
⚐
⚔
⚔

tsu3jim
u@
m
eikei.or.jp



ブ
ラ
ジ
ル
科
学
技
術
省
の
Jose
G
ontijo

副
大
臣
が
永
田
学
長
を
訪
問

11
月
24
日
、
ブ
ラ
ジ
ル
科
学
技
術
省
の

Jose
Gontijo副
大
臣
、
Carlos
Eduardo

H
IGA
M
A
T
SU
M
O
T
O
総
合
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
Guilherm
e
GO
N
D
IN
駐
日

ブ
ラ
ジ
ル
大
使
館
二
等
書
記
官
・
科
学
技
術

協
力
部
長
ご
一
行
が
本
学
に
訪
問
し
、
永
田

恭
介
学
長
、
ベ
ン
ト
ン
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
副

学
長
（
国
際
担
当
）、
ア
ラ
ン
ニ
ャ
ク
ラ
ウ

ス
デ
カ
ス
テ
ロ
助
教
、
桑
原
達
也
副
理

事
（
国
際
担
当
）
と
懇
談
さ
れ
ま
し
た
。
懇

談
時
に
は
、
今
後
の
連
携
の
可
能
性
に
つ
い

て
話
し
合
い
、

本
学
と
ブ
ラ
ジ

ル
と
の
連
携
の

さ
ら
な
る
強
化

へ
の
期
待
を
表

さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
ブ
ラ

ジ
ル
と
の
益
々

の
交
流
と
連
携

の
促
進
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

⽛
筑
波
大
学
社
会
的
価
値
創
造
債
⽜

第
1
回
国
立
大
学
法
人
筑
波
大
学
債
券
を
発
行

こ
の
た
び
、
筑
波
大
学
は
、
社
会
と
と
も

に
新
た
な
社
会
的
価
値
に
根
ざ
し
た
未
来
社

会
の
創
造
を
目
指
し
、⽛
筑
波
大
学
V
ision

2030⽜
の
も
と
で
実
施
す
る
⽛
筑
波
大
学
社

会
的
価
値
創
造
事
業
⽜
を
積
極
的
に
展
開
す

る
た
め
、⽛
第
⚑
回
国
立
大
学
法
人
筑
波
大

学
債
券
⽜（
愛
称
⽛
筑
波
大
学
社
会
的
価
値
創

造
債
⽜）
の
発
行
条
件
を
決
定
し
ま
し
た
。

大
学
債
券
の
発
行
は
、
国
立
大
学
法
人
と

し
て
は
東
京
大
学
、
大
阪
大
学
に
次
い
で
⚓

例
目
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ボ
ン
ド
(※
)と

し
て
の
発
行
は
大
阪
大
学
に
次
い
で
⚒
例
目

と
な
り
ま
す
。

※
調
達
し
た
資
金
が
、
地
球
環
境
お
よ
び
社
会
的
課
題
解

決
双
方
に
資
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
充
当
さ
れ
る
債
券

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ボ
ン
ド
の
発
行
に
際

し
策
定
し
た
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
、
国
際
資

本
市
場
協
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ａ
）
が
定
め
る
原
則

及
び
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
環
境
省
及
び
金
融
庁

が
定
め
る
各
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
適
合
し
て
お

り
、株
式
会
社
格
付
投
資
情
報
セ
ン
タ
ー（
Ｒ

＆
Ｉ
）
か
ら
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
（
第
三

者
評
価
）
と
し
て
⽛
適
合
⽜
の
評
価
を
受
け

て
い
ま
す
。

本
起
債
に
よ
っ
て
調
達
し
た
資
金
は
、
⚒

⚐
⚒
⚒
年
⚔
月
に
策
定
し
た
⽛
筑
波
大
学

V
ision
2030⽜
に
よ
り
、
本
学
が
社
会
と
と

も
に
新
た
な
社
会
的
価
値
に
根
ざ
し
た
未
来

社
会
を
創
造
す
る
た
め
に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
充
当
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
モ
ッ
ト
ー
を
表
す

⽛IM
A
GIN
E
T
H
E
FU
T
U
RE.

⽜、
開
か
れ

た
未
来
を
構
想
す
る
こ
と
を
基
盤
に
、

⽛Beyond
the
Borders.

⽜
と
い
う
方
法
で

そ
の
実
現
に
挑
戦
し
、⽛D

ESIGN
T
H
E

FU
T
U
RE,T

O
GET

H
ER.

⽜、
社
会
と
と
も

に
未
来
社
会
を
創
造
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、

わ
た
し
た
ち
は
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

の
皆
様
と
と
も
に
未
来
社
会
の
創
造
に
向
け

て
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
筑
波
大
学
の
使

命
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

第
48
回
筑
波
大
学
学
園
祭⽛
雙
峰
祭
⽜を
開
催

第
48
回
筑
波
大

学
学
園
祭
⽛
雙
峰

祭
⽜
が
、
11
月
⚕

日
お
よ
び
⚖
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

事
前
予
約
制
で
来

場
者
数
を
制
限
し

て
実
施
し
た
対
面

企
画
と
、
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
ス
テ

ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の

生
配
信
や
物
販
な
ど
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

石
の
広
場
で
の
屋
外
ス
テ
ー
ジ
企
画
以
外

は
、
感
染
対
策
を
施
し
た
上
で
、
教
室
内
で

の
屋
内
実
施
と
し
ま
し
た
。
制
限
は
あ
っ
た

も
の
の
、
音
楽
ラ
イ
ブ
や
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
展
示
企
画
や
飲
食
企
画
な
ど
、
130

件
以
上
の
企
画
が
立
ち
並
び
、
学
生
た
ち
は

日
頃
の
研
究
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
の
成
果

を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
表
現
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス

が
賑
わ
い
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
も
充

実
し
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
学
園
祭
と
な
り

ま
し
た
。

両
日
合
わ
せ
て
延
べ
約
⚗
、⚐
⚐
⚐
人
が

来
場
、
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
は
延
べ

⚑
⚙
、⚐
⚐
⚐
回
ほ
ど
再
生
さ
れ
、
今
年
の

テ
ー
マ
⽛Invigorate

T
he
Festival!

（
祭

り
を
盛
り
上
げ
ろ
！
）⽜
に
ふ
さ
わ
し
い
、
活

気
に
満
ち
て
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
⚒
日
間

と
な
り
ま
し
た
。

都
甲
薫
准
教
授
が
⽛
つ
く
ば
奨
励
賞

（
若
手
研
究
者
部
門
）⽜
を
受
賞

茨
城
県
内
で
研
究
活
動
を
行
い
、
今
後
飛

躍
的
な
研
究
成
果
が
期
待
さ
れ
る
40
歳
以
下

の
若
手
研
究
者
に
贈
ら
れ
る
⽛
つ
く
ば
奨
励

賞
（
若
手
研
究
者
部
門
）⽜
が
11
月
15
日
に
発

表
さ
れ
、
⚒
⚐
⚒
⚒
年
度
受
賞
者
に
本
学
数

理
物
質
系
の
都
甲
薫
准
教
授
が
選
ば
れ
ま
し

た
。受

賞
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、⽛
高
機
能

性
多
結
晶
薄
膜
の
低
温
合
成
と
デ
バ
イ
ス
応

用
に
関
す
る
研
究
⽜
で
す
。
半
導
体
デ
バ
イ

ス
の
製
造
プ
ロ
セ
ス
技
術
、
特
に
、
今
後
重

要
と
な
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
に
関
す

る
先
駆
的
な
研
究
で
、
ガ
ラ
ス
や
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
な
ど
の
基
板
上
に
、
Ⅳ
族
系
半
導
体
を

中
心
と
し
た
多
結
晶
薄
膜
を
作
製
す
る
技
術

開
発
に
お
い
て
多
く
の
成
果
を
上
げ
て
お
り
、

低
コ
ス
ト
の
太
陽
電
池
や
低
消
費
電
力
・
高

速
で
動
作
す
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ト
ラ
ン
ジ
ス

タ
回
路
と
い
っ
た
、
新
た
な
Ｉ
ｏ
Ｔ
デ
バ
イ

ス
の
実
現
に
つ
な
が
る
基
盤
技
術
を
大
き
く

進
め
た
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
に
あ
た
っ
て
都
甲
准
教
授
は
⽛
栄
誉

あ
る
賞
を
い
た
だ
き
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
多
く
の
共
同
研
究
者
の
方
々
に
も

深
く
感
謝
し
ま
す
。
半
導
体
プ
ロ
セ
ス
は
比

較
的
地
味
な
研
究

分
野
で
す
が
、
本

賞
の
名
に
恥
じ
ぬ

よ
う
、
今
後
も
精

進
し
て
参
り
ま

す
⽜
と
の
コ
メ
ン

ト
を
寄
せ
ま
し
た
。
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キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
再
開

令
和
4
年
度
科
学
技
術
分
野
の
文
部

科
学
大
臣
表
彰
科
学
技
術
賞
・
若
手

科
学
者
賞

創
基
151
年
筑
波
大
学
開
学
50
周
年

記
念
特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設

ブ
ラ
ジ
ル
科
学
技
術
省
の
Jose
G
ontijo

副
大
臣
が
永
田
学
長
を
訪
問





























筑
波
大
学
は
今

筑
波
大
学
は
今

都甲薫准教授



公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
⚒
⚐
⚒
⚒
開
催

本
校
が
開
設
し
た⽛
ア
カ
デ
ミ
ア
ク
ラ
ス
⽜

（
昨
年
度
中
学
⚑
年
生
に
⚒
学
級
開
設
、
今

年
度
は
中
学
⚑
、⚒
年
の
各
⚒
学
級
で
展
開
）

で
の
教
育
実
践
を
題
材
に
し
、
こ
れ
か
ら
の

中
等
教
育
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
⚔
日
、
つ
く
ば
国
際
会
議
場
を
会
場

に
、
昨
年
に
続
く
開
催
で
し
た
。
生
徒
、
保

護
者
参
加
型
、
三
部
立
て
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン

も
含
め
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
有
意
義
な
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

本
校
が
目
指
す
教
育
の
一
つ
は
、
高
等
教

育
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
の
出
来
る
生

徒
を
育
む
こ
と
で
す
。
従
来
の
受
験
ス
キ
ル

の
習
得
を
第
一
と
す
る
学
習
の
在
り
方
を
反

省
し
、
本
来
あ
る
べ
き
中
等
教
育
を
実
践
し

た
い
と
、
ア
カ
デ

ミ
ア
ク
ラ
ス
を
設

置
し
ま
し
た
。
こ

の
先
の
時
代
を
力

強
く
生
き
て
い
く

た
め
の
実
力
を
備

え
た
生
徒
を
育
成

す
る
た
め
に
も
、

基
礎
的
、
基
盤
的

な
学
理
へ
の
正
し

い
姿
勢
を
中
学
時

代
か
ら
身
に
付
け

さ
せ
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

国
際
基
督
教
大
学
(Ｉ
Ｃ
Ｕ
)と
高
大
連
携

12
月
⚑
日
、

国
際
基
督
教
大

学
と
茗
溪
学
園

高
校
と
の
間
で

高
大
連
携
の
調

印
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
内
容
は

双
方
が
包
括
的

に
協
議
し
推
進

し
て
い
く
、
と

い
う
も
の
で
す
。
Ⅰ
Ｂ
教
員
養
成
コ
ー
ス
か

ら
の
教
育
実
習
の
受
け
入
れ
、
本
校
で
の
大

学
説
明
会
、
入
試
説
明
会
の
開
催
な
ど
が
含

ま
れ
ま
す
。
12
月
19
日
に
は
、
本
校
の
留
学

生
ら
11
名
が
、
東
京
都
三
鷹
市
を
訪
問
し
ま

し
た
。
校
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
り
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

国
際
交
流
活
動

海
外
の
学
校
と
の
提
携
を
積
極
的
に
進
め

て
き
た
結
果
、
各
国
を
代
表
す
る
よ
う
な
名

門
校
と
の
間
で
交
流
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
来
年
度
か
ら
は
、
短
期
で
は
100

名
以
上
、
中
長
期
で
は
30
名
以
上
の
生
徒
が
、

姉
妹
校
に
留
学
ま
た
は
交
流
訪
問
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
交
換

留
学
や
交
流

に
留
ま
ら
ず
、

単
位
の
互
換

や
ダ
ブ
ル
デ

ィ
グ
リ
ー
に

ま
で
発
展
さ

せ
て
い
け
る

よ
う
進
め
て

い
く
考
え
で

す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
棟
最
高
賞

今
年
度
完
成
し
た
木
造
二
階
建
て
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
棟
（
本
誌
夏
号
で
紹
介
）
が
、⽛
い

ば
ら
き
デ
ザ
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
⚒
⚐
⚒

⚒
⽜
で
空
間
・
建
築
部
門
の
最
高
賞
⽛
知
事

選
定
⽜
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、⽛
ウ
ッ
ド

デ
ザ
イ
ン
賞
⚒
⚐
⚒
⚒
⽜
の
、
ハ
ー
ト
フ
ル

デ
ザ
イ
ン
部
門
・
建
築
空
間
分
野
で
も
受
賞

し
ま
し
た
。
こ
の
建
物
は
、
設
計
・
デ
ザ
イ

ン
、
構
造
計
算
、
内
装
装
飾
作
品
、
外
構
デ

ザ
イ
ン
・
工
事
を
、
卒
業
生
（
第
16
回
卒
業

生
ら
）
が
チ
ー
ム
に
な
っ
て
作
り
上
げ
ま
し

た
。
母
校
に
対
す
る
思
い
の
こ
も
っ
た
作
品

と
言
え
ま
す
。
喜
ば
し
い
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。高

校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

全
国
選
抜
大
会
に

12
月
に
開
催
さ
れ
た
関
東
高
校
選
抜
大
会

に
出
場
し
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、
団
体
戦

で
男
女
共
に
⚓
位
、
個
人
戦
ダ
ブ
ル
ス
で
も

男
女
友
に
⚓
位
と
い
う
過
去
最
高
の
結
果
を

残
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
男
女
そ
れ
ぞ

れ
の
ダ
ブ
ル
ス
は
、
⚓
月
に
岩
手
県
で
開
催

さ
れ
る
第
51
回
全
国
選
抜
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
⚔

組
し
か
出
場

で
き
な
い
と

い
う
激
戦
区

の
関
東
代
表

と
し
て
、
全

国
の
舞
台
で

も
活
躍
し
て

ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

高
校
生
科
学
技
術
チ
ャ
レ
ン
ジ

第
20
回
高
校
生
・
高
専
生
科
学
技
術
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
最
終
審
査
に
ま
で
進
ん
で
い
た
高

校
⚓
年
生
の
研
究
⽛
バ
ラ
の
ア
レ
ロ
ケ
ミ
カ

ル
に
関
す
る
研
究
⽜（
前
号
で
は
植
物
学
会

で
の
受
賞
を
紹
介
）
が
、
審
査
員
奨
励
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
は
、

平
成
25
年
度
に
⚒
研
究
（
花
王
特
別
奨
励
賞
、

審
査
員
奨
励
賞
）
う
ち
一
つ
は
国
際
大
会
出

場
、
平
成
30
年
度
も
⚒
研
究
（
科
学
技
術
振

興
機
構
賞
、
優
秀
賞
）
う
ち
一
つ
が
国
際
大

会
出
場
な
ど
の
実
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
多
く
の
生
徒
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
後

押
し
し
て
い
き
ま
す
。
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茗
溪
学
園
だ
よ
り

部活動報告(試合結果など)

◎高校ラグビー部：全国大会出場（11年
連続28回目）決勝戦は⚕年ぶりに清真学
園との対戦だった。スコアは24-6
◎中学ラグビー部：第42回東日本大会準
優勝(20回目の優勝ならず)、第28回全国
ジュニアラグビー大会出場(年末、東京)
◎高校バドミントン部：ジュニアオリン
ピックカップ全日本ジュニア大会出場
◎高校野球部：秋季関東大会準優勝
◎書道部：県総文祭⚑名準大賞・入選来
年度全国総文祭(鹿児島開催)に出場、そ
の他⚘名入賞

◎中学剣道部：県大会で男女団体戦優勝。
個人戦も男女とも優勝。過去最高の結果
残す。

第⚓部 各教科からの実践報告のようす

ICU正面玄関前で記念撮影

海外提携校を示す掲示板
(校長室前廊下)

甲府市の会場体育館前にて
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編
集
後
記

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
な
か
な
か
当
初
予
定
ど

お
り
と
は
な
ら
な
い
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
理

解
及
び
ご
協
力
の
元
、
茗
渓
創
基
150
周
年
記
念
式
典
の
開
催

を
は
じ
め
と
し
た
各
種
活
動
が
で
き
た
こ
と
に
、
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

本
年
は
、
筑
波
大
学
開
学
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
茗
渓
会

と
し
て
も
、
更
な
る
同
窓
会
の
活
性
化
に
尽
力
し
て
参
り
ま

す
が
、
季
刊
誌
⽛
茗
渓
⽜
も
そ
の
一
助
と
な
る
よ
う
努
力
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
忌
憚
の
な
い

ご
意
見
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
、
⚒
⚐
⚒
⚓
年
⚔
月
15
日
の
⚑
⚑
⚑
⚖
・
春
号
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

（
事
務
局
)

表
紙
の
言
葉

今
年
の
表
紙
写
真
は
、
各
地
の
四
季
の
風
景
を
お
届
け

し
ま
す
。

筑
波
大
学
の
あ
る
茨
城
県
の
北
部
の
海
岸
で
は
、
快
晴

無
風
の
冬
の
朝
、
放
射
冷
却
に
よ
り
海
水
温
と
気
温
の
差

が
大
き
く
な
る
と
蒸
気
霧
が
発
生
し
て
幻
想
的
な
風
景
が

現
れ
ま
す
。
太
陽
が
昇
り
気
温
が
上
昇
す
る
と
、
瞬
く
間

に
霧
は
晴
れ
て
行
き
ま
す
。

今
年
こ
そ
コ
ロ
ナ
禍
の
霧
が
晴
れ
て
、
日
本
国
中
が
明

る
い
光
に
包
ま
れ
ま
す
よ
う
に
。（広

報
委
員

鈴
木
一
弘
)

お
願
い

•
正
確
な
会
員
情
報
把
握
の
た
め
に
、
住
所
、
勤
務
先
の
変

更
は
す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

•
年
会
費
の
お
振
込
み
は
、
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
⚕
年
⚑
月
15
日
発
行

発
行

一
般
社
団
法
人

茗

渓

会

茗
渓
会
事
務
局
・
大
塚
事
務
所

112
-0012
東
京
都
文
京
区
大
塚
一
-五
-二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
-三
九
四
一
-〇
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
-三
九
四
一
-七
六
七
四

E-m
ail
info@
m
eikei.or.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ
http://w
w
w
.m
eikei.or.jp

郵
便
振
替
記
号
番
号
〇
〇
一
五
〇
-二
-四
九
七
七

筑
波
事
務
所

305
-8577
つ
く
ば
市
天
王
台
一
-一
-一

筑
波
大
学
・
大
学
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
五

E-m
ailtsu3jim
u@
m
eikei.or.jp

印
刷

東
京
都
文
京
区
関
口
一
-三
九
-一
〇

山
浦
印
刷
株
式
会
社
































令
和
⚔
年
秋
の
叙
勲

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
(敬
称
略
)

瑞
宝
中
綬
章

佐
伯

聰
夫

40
教
大
体

43
院
修
体

(栃

木
)

三
浦

望
慶

38
教
大
体

39
専
攻

(新

潟
)

瑞
宝
小
綬
章

二
本
松
義
公

51
教
大
木
工

(福

島
)

武
井

秀
一

50
教
大
化

(茨

城
)

中
村

一
夫

50
教
大
数

(茨

城
)

早
川

源
一

51
教
大
東
史

(茨

城
)

秋
山

久
行

52
教
大
数

(茨

城
)

中
村

幸
広

50
教
大
数

(静

岡
)

向
田

茂

49
教
大
日

(兵

庫
)

伊
藤

髙
次

48
教
大
倫

(三

重
)

瑞
宝
双
光
章

大
賀

龍
夫

51
教
大
健

(福

岡
)

※
本
欄
は
、
各
地
域
か
ら
の
調
査
報
告
に
よ
り
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。
も
し
記
載
も
れ
が
あ
る
場
合
は
、
事
務
局
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

訂

正

前
号
（
令
和
⚔
年
秋
号
）
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

Ｐ
19
⽛
著
書
紹
介
⽜
ゲ
ー
リ
ー
シ
ス
テ
ム
の
研
究

左
か
ら
⚖
行
目
中
頃

（
正
）
⚑
⚙
⚐
⚘
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。

（
誤
）
⚑
⚙
⚘
⚐
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。





























































広

報

▽
公
益
財
団
法
人
柴
田
育
英
会
だ
よ
り

11
月
27
日
(日
)に
開
催
を
予
定
さ
れ
て
い
た
、
奨
学
生
・

柴
田
育
英
会
役
員
・
奨
学
生
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
集
う
⽛
奨
学
生

懇
談
育
成
会
⽜
は
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

▽
季
刊
誌
⽛
茗
渓
⽜
の
送
付
と
会
費
に
つ
い
て

季
刊
誌
⽛
茗
渓
⽜
は
年
⚔
回
（
春
号
・
夏
号
・
秋
号
・
正

月
号
）、
完
納
会
員
（
会
費
を
全
35
回
納
入
さ
れ
た
方
）
及
び

会
費
を
現
在
納
入
（
過
去
⚓
年
以
内
）
さ
れ
て
い
る
会
員
の

皆
様
へ
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
完
納

会
員
以
外
の
方
で
会
費
の
納
入
が
⚓
年
以
上
滞
り
ま
す
と
季

刊
誌
⽛
茗
渓
⽜
は
お
手
元
に
届
か
な
く
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
会
費
納
入
中
の
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
全
35
回
ま
で
の
会
費
の
継
続
納
入
を
く
れ
ぐ
れ

も
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
季
刊
誌
⽛
茗
渓
⽜
に
は
各
号
に

会
費
納
入
用
の
払
込
書
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
会

費
納
入
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
年
⚑
回
の
支
払
い
に

も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
季
刊
誌
⽛
茗
渓
⽜
の
宛
先
不
明
戻
り
に
つ
い
て

季
刊
誌
⽛
茗
渓
⽜
は
現
在
、
毎
号
⚑
⚓
⚐
⚐
⚐
部
ほ
ど
を

発
送
し
て
お
り
ま
す
が
、
毎
号
⚑
⚐
⚐
部
前
後
が
宛
先
住
所

不
明
で
戻
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
引
越
し
等
で
現
住
所
が
変
更
に
な
っ

た
場
合
は
事
務
局
へ
の
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
事
務
局
)
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経営・労務・年金etc. コンサルタント

福岡経営労務事務所

〒125-0042 葛飾区金町3-27-3
TEL 03(3607)0551 FAX 03(5876)4338

所 長
社会保険労務士 福岡 一雄（32教大法政)

〒105-8507 東京都港区芝⚒丁目32番⚑号
電話 03(3456)4501

取締役専務執行役員 ೂ岡 祥之(昭57筑社工)

スポーツ＆起業家＆企業人⽛つくばウェイ⽜
TSUKUBA WAY プロジェクト
～茗渓・筑波OB・OGの活躍を集約‼～

http : //tsukubaway.com/

株式会社 KTAJ
代表取締役 藤田 文武 体育専門学郡2004年卒 

株式会社 阿部兄弟建築事務所
平成26年度東京ワークライフバランス認定企業

http://abeoffice.co.jp

〒101-0032
東京都千代田区岩本町1-3-9 高木ビル
代表取締役 荒井 豊人(昭和57筑基工)
TEL 03-3866-4181 FAX 03-3866-4120

    https://www.fxc.jp/
当社は光通信機器やイーサネットスイッチ等のネットワーク機器を開発・
製造し、各地の公立高校始め、官公庁、企業等に多数納入実績がございます。

創業者：代表取締役社長執行役員 谷輪 重之（’93筑修経営）

みんなに笑顔をお届けします｡

代表取締役
社 長 田 中 修(昭54筑農林)

〒028-3309 岩手県紫波郡紫波町北日詰字城内85-1
TEL：019(676)4121 FAX：019(676)4464
http : //www.i-c-koubou.co.jp

広告を募集しています。事務局までご相談ください｡

一般社団法人 茗渓会
〒112-0012 東京都文京区大塚 1丁目 5番 23 号
電 話 03(3941)0136 FAX 03(3941)7674

eメール info@meikei.or.jp ホームページ http://www.meikei.or.jp

本 社 〒557-0063
大阪市西成区南津守7-15-16

TEL 06‒6652‒8000 FAX 06‒6652‒8894





広告を募集しています。
事務局までご相談ください。
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代表取締役　塚本　育子



＊茗溪学園は 1979 年に茗渓会の百周年記念事業で生まれた学校です
◆�寮のある学校です�
　海外からの外国人留学生も生活しています

◆�国際バカロレア IBDP課程認定校です
◆ �「知識」「体験」「考え方」�
　――とことん学び身につけます

◆部活動が盛んな文武両道の学校です
◆多くの海外姉妹校があり、交流が盛んな学校です

「個人課題研究発表会」
（筑波大学後援）開催のお知らせ
期日：令和5年3月9日（木）
会場：茗溪学園内
内容：�本校高校2年生個人課題研究（優秀研究）

口頭発表・ポスター発表など

（一般公開などの情報につきましては、ホームペー
ジまたは下記メールでお問い合わせください）


